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『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
成
立
背
景
―
法
会
唱
導
と
の
関
わ
り

総
合
研
究
大
学
院
大
学
　
文
化
科
学
研
究
科
　
日
本
文
学
研
究
専
攻
　
粂
　
　
汐
里

中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
成
立
し
た
日
本
の
芸
能
に
は
、
寺
院
唱
導
の
場
で
語
ら
れ
て
い
た
話
を
元
に
し
た
作
品
が
少
な
く
な
い
。
仏
教
の
教
え
を
わ
か
り
や
す

く
説
く
た
め
に
語
ら
れ
た
譬
喩
や
因
縁
話
は
、
口
頭
だ
け
で
な
く
経
典
の
注
釈
書
や
談
義
書
に
所
収
さ
れ
、
写
本
や
刊
本
で
も
流
布
し
た
。
す
で
に
能
、
狂
言
、
幸
若
舞
曲
の

分
野
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
譬
喩
や
因
縁
話
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
分
野
で
は
、
総
括
的
な
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
小
稿
で

は
経
典
の
注
釈
書
や
談
義
書
と
関
わ
り
の
あ
る
説
経
や
古
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
、
隣
接
す
る
芸
能
で
あ
る
能
や
狂
言
の
動
向
を
視
野
に
い
れ
つ
つ
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
を
例
に
報
告

し
た
。

『
阿
弥
陀
胸
割
』
は
、
天
竺
の
幼
い
姉
弟
が
、
亡
く
な
っ
た
両
親
を
供
養
す
る
た
め
に
身
を
売
る
物
語
で
あ
る
。
早
く
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
に
、
京
都
の
仙
洞
御
所
や
金

沢
で
の
上
演
が
確
認
さ
れ
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
双
方
の
台
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
小
稿
で
は
国
文
学
研
究
資
料
所
蔵
の
古
活
字
版
を
中
心
に
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
類
話
と
指
摘

さ
れ
る
番
外
謡
曲
《
厚
婦
》
と
の
比
較
を
行
い
、《
厚
婦
》
が
中
世
以
前
の
譬
喩
因
縁
譚
か
ら
『
阿
弥
陀
胸
割
』
に
い
た
る
過
渡
期
の
姿
を
留
め
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

次
に
、
関
連
話
で
あ
る
『
今
昔
物
語
集
』
巻
四
の
四
十
話
、
真
福
寺
蔵
『
説
経
才
学
抄
』、
日
光
天
海
蔵
『
見
聞
随
身
鈔
』、
真
福
寺
蔵
『
往
因
類
聚
抄
』、
と
い
っ
た
法
会
唱

導
の
場
で
享
受
さ
れ
た
説
話
群
と
比
較
検
討
し
、
こ
れ
ら
と
『
阿
弥
陀
胸
割
』
と
の
共
通
点
・
相
違
点
か
ら
、
説
法
の
場
で
語
ら
れ
た
物
語
が
、
演
劇
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
過

程
を
整
理
し
た
。

さ
ら
に
『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
享
受
史
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
幼
い
少
女
が
身
売
り
を
し
、
阿
弥
陀
が
身
代
わ
り
に
な
る
場
面
こ
そ
中
世
以
前
の
説
話
群
に
は
な
い
『
阿
弥
陀

胸
割
』
の
独
自
部
分
で
あ
る
と
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
殉
教
や
、
信
濃
善
光
寺
如
来
の
遷
座
と
い
っ
た
社
会
状
況
を
ふ
ま
え
、
こ
の
演
出
の
着
想
が
、
繰
り
返
し
上
演
を
見
た

慶
長
十
九
年
と
い
う
芸
能
環
境
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
推
察
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
説
経　

古
浄
瑠
璃　

阿
弥
陀
胸
割　

厚
婦　

生
き
肝　

法
会
唱
導　

身
替
り

要
　
　
旨
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は
じ
め
に
―
譬ひ

ゆ喩
因
縁
譚
を
題
材
と
す
る
芸
能

仏
教
の
教
え
を
わ
か
り
や
す
く
説
く
た
め
に
用
い
ら
れ
た
譬
喩
因
縁
譚
は
、
漢
訳

仏
典
、
法
華
経
の
注
釈
書
、
仏
教
説
話
集
、
談
義
本
、
抄
物
な
ど
、
宗
派
ご
と
に
様
々

な
媒
体
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
物
語
草
子
は
も
と
よ
り
、能
、狂
言
と
い
っ

た
中
世
の
芸
能
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
譬
喩
因
縁
譚
の
中
で
語
ら
れ
る
人
間

の
恩
愛
や
愚
か
な
ふ
る
ま
い
が
、
能
や
狂
言
の
世
界
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る
（
１
）。

近
年
、
新
た
な
談
義
書
、
唱
導
書
、
経
典
の
注
釈
書
な
ど
の
紹
介
が
相
次
ぎ
、
能
、

狂
言
研
究
に
お
い
て
、
寺
院
を
媒
介
と
す
る
作
品
の
解
明
が
進
展
し
て
い
る
。
同
時

代
芸
能
で
あ
る
説
経
・
古
浄
瑠
璃
も
ま
た
、
能
や
狂
言
と
同
じ
制
作
環
境
が
あ
っ
た

は
ず
だ
が
、
譬
喩
因
縁
譚
を
素
材
と
す
る
作
品
は
何
か
、
ま
た
全
体
数
は
ど
の
程
度

な
の
か
、
そ
の
全
貌
は
し
ら
れ
て
い
な
い
。
近
世
以
降
に
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
が
芸

能
と
し
て
台
頭
し
て
ゆ
く
な
か
、
多
く
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
誕
生
し
、
題
材
も
中
世

以
前
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
芸
か
ら
摂
取
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
前
代
文
芸
と
の
影

響
関
係
に
つ
い
て
は
軍
記
、
お
伽
草
子
、
幸
若
舞
曲
を
題
材
と
し
た
作
品
の
検
証
が

先
行
し
て
お
り
（
２
）、
草
創
期
の
浄
瑠
璃
を
集
め
た
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
一
・
二

の
中
に
は
、
い
ま
だ
典
拠
不
明
と
さ
れ
る
作
品
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら
の
作
品
の

題
材
が
、
能
・
狂
言
同
様
、
法
会
唱
導
の
場
で
用
い
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
群
に
あ
る
可

能
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
稿
で
は
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
題
材
が

知
ら
れ
て
い
な
い
『
阿
弥
陀
胸
割
』
を
取
り
上
げ
、
番
外
謡
曲
《
厚
婦
》
を
手
が
か

り
に
、
仏
教
説
話
や
寺
院
資
料
を
素
材
と
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
。

一
．『
阿
弥
陀
胸
割
』
と
番
外
謡
曲
《
厚
婦
》

『
阿
弥
陀
胸
割
』
は
、
親
の
供
養
を
望
む
幼
い
姉
弟
が
、
阿
弥
陀
の
導
き
で
長
者

に
買
い
と
ら
れ
、
姉
が
長
者
の
息
子
の
た
め
に
生
き
肝
を
差
し
出
す
話
で
あ
る
。
は

じ
め
に
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
古
活
字
版
を
底
本
に
、
そ
の
梗
概
に
つ
い
て
み
て
お

こ
う
。

天
竺
の
吠び
し
ゃ
り
こ
く

舎
釐
国
の
え
ん
た
の
庄
の
長
者
に
、
天
寿
の
姫
と
て
い
れ
い
と
い

う
幼
い
姉
弟
が
い
た
。
両
親
は
仏
法
を
嫌
い
、
悪
事
を
尽
く
し
た
た
め
、
釈
尊

に
魔
道
に
落
と
さ
れ
る
。
没
落
し
た
姉
弟
は
両
親
の
七
回
忌
の
た
め
、
波
羅
奈

国
の
長
者
に
身
売
り
を
す
る
。

波は
ら
な
こ
く

羅
奈
国
の
長
者
の
一
子
の
松
若
は
不
治
の
病
を
抱
え
て
お
り
、
博
士
か
ら

松
若
と
同
じ
相
性
（
壬
辰
の
年
の
辰
の
月
の
辰
の
日
の
辰
の
一
点
生
ま
れ
）
の

姫
の
生
き
肝
を
延
命
水
で
七
十
五
度
洗
っ
て
与
え
れ
ば
平
癒
す
る
と
告
げ
ら
れ

る
。
※

身
を
売
る
決
意
を
し
た
天
寿
は
、
光
堂
を
建
て
、
阿
弥
陀
三
尊
を
作
る
よ
う

所
望
す
る
。
長
者
は
望
み
を
か
な
え
、
阿
弥
陀
堂
を
完
成
さ
せ
る
。
天
寿
は
死

の
ま
ぎ
わ
に
御
堂
に
参
り
、
最
後
の
「
阿
弥
陀
経
」「
法
華
経
」
を
読
誦
す
る
。

長
者
は
天
寿
の
生
き
肝
を
取
る
よ
う
武
士
達
に
命
じ
、
取
っ
た
生
き
肝
を
博

士
の
教
え
通
り
松
若
に
与
え
る
と
、
病
は
平
癒
す
る
。
し
か
し
姫
の
死
骸
を
さ

が
し
て
も
見
当
た
ら
ず
、
血
潮
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
阿
弥
陀
堂
へ
い
く
と
、

死
ん
だ
は
ず
の
天
寿
が
弟
と
共
に
伏
し
、
本
尊
の
阿
弥
陀
の
胸
が
割
れ
、
生
血

が
流
れ
て
い
た
。
の
ち
に
阿
弥
陀
本
尊
は
胸
割
阿
弥
陀
と
し
て
祀
ら
れ
、
天
寿

は
松
若
の
御
台
に
、
て
い
れ
い
は
阿
弥
陀
堂
の
住
僧
と
な
っ
た
。

は
じ
め
に
―
譬
喩
因
縁
譚
を
題
材
と
す
る
芸
能

一
．『
阿
弥
陀
胸
割
』
と
番
外
謡
曲
《
厚
婦
》

二
．《
厚
婦
》
の
淵
源

三
．『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
眼
目

四
．
生
血
が
垂
れ
る
本
尊
―
『
阿
弥
陀
胸
割
』
成
立
前
後
の
社
会
状
況

ま
と
め
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古
活
字
版
・
慶
安
四
年
版
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
『
阿
弥
陀
胸
割
』
に
は
、
※
の

箇
所
に
、
松
若
を
め
ぐ
る
長
者
一
家
の
御
家
騒
動
の
話
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
万
治
以
降
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
合
戦
場
面
の
趣
向
で
あ
り
、
初
期

の
『
阿
弥
陀
胸
割
』
に
は
な
い
。
よ
っ
て
小
稿
で
は
、
合
戦
場
面
を
抜
い
た
形
で
検

証
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

記
録
と
し
て
は
『
時
慶
卿
記
』
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
九
月
二
十
一
日
条
、『
言

緒
卿
記
』
同
日
、『
三
壺
聞
書
』
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
頃
が
あ
り
、
京
都
や

金
沢
で
上
演
さ
れ
て
い
る
（
３
）。『
三
壷
聞
書
』
は
加
賀
藩
の
宰
領
足
軽
山
田
四
郎

右
衛
門
が
万
治
元
（
一
六
五
八
）
年
ま
で
の
出
来
事
を
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
〜

一
一
）
に
編
纂
し
た
後
年
の
書
だ
が
（
４
）、
い
ず
れ
も
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年

に
上
演
が
集
中
し
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
よ
う
。

現
存
伝
本
と
し
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
古
活
字
版
（
以
下
、「
古
活

字
本
」）、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
の
慶
安
四
年
版
（
以
下
、「
慶
安
本
」）、

江
戸
中
期
頃
の
鱗
形
屋
孫
兵
衛
版
（
以
下
「
鱗
形
屋
本
」）
な
ど
が
し
ら
れ
、
大
き

く
古
浄
瑠
璃
系
（
慶
安
本
）
と
説
経
系
（
鱗
形
屋
本
）
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
先
行

研
究
で
は
古
浄
瑠
璃
系
と
説
経
系
、
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
の
か
が
疑
問
視
さ
れ
て
お

り
、
慶
安
本
の
欠
文
を
鱗
形
屋
本
で
補
う
こ
と
で
寛
永
頃
本
文
の
復
元
を
試
み
た
、

信
多
純
一
氏
の
研
究
が
代
表
的
で
あ
る
。
信
多
氏
は
寛
永
頃
の
『
阿
弥
陀
の
胸
割
』

本
文
が
古
浄
瑠
璃
正
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
説
い
た
が
、
そ
の
後
新

た
に
古
活
字
本
が
発
見
さ
れ
た
た
た
め
、
古
浄
瑠
璃
系
先
行
説
は
新
た
な
検
証
が
求

め
ら
れ
て
い
る
（
５
）。
一
九
九
〇
年
代
に
新
出
し
た
古
活
字
本
の
本
文
冒
頭
と
末
尾

に
は
、
室
町
末
期
写
本
『
か
る
か
や
』
や
、
近
世
初
期
成
立
の
御
物
絵
巻
『
を
く
り
』

と
同
型
の
本
地
構
造
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
６
）。
古
活
字
本
の
本
文
の
成
立

は
こ
れ
ら
古
説
経
の
テ
キ
ス
ト
と
同
時
代
と
考
え
ら
れ
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
諸
本
中
、

最
も
古
い
と
い
え
る
。
ま
た
全
体
を
み
て
も
古
活
字
本
の
詞
章
は
他
本
よ
り
長
く
詳

細
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
新
出
本
で
あ
る
古
活
字
本
を
中
心
に
考
え
て
ゆ

く
こ
と
と
し
た
い
（
７
）。
引
用
本
文
も
特
に
断
ら
な
い
限
り
古
活
字
本
を
用
い
る
。

『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
作
品
研
究
と
し
て
は
、
花
部
英
雄
氏
「
昔
話
「
孫
の
生
き
肝
」

の
生
態
と
歴
史
」（『
昔
話
と
呪
歌
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
が
最
も
詳
細
で

あ
る
。
花
部
氏
は
盲
目
の
老
母
の
た
め
に
、
両
親
が
泣
く
泣
く
子
の
生
き
肝
を
差
し

出
す
と
い
う
昔
話
「
孫
の
生
き
肝
」
と
同
じ
設
定
を
持
つ
中
世
か
ら
近
世
の
事
例
を

あ
げ
、
昔
話
へ
至
る
道
程
を
示
し
た
（
８
）。
そ
こ
に
は
関
連
話
と
し
て
、『
阿
弥
陀

胸
割
』
の
ほ
か
、歌
舞
伎
の
諸
作
品
、唱
導
資
料
『
金
玉
要
集
』（
室
町
末
期
写
）（
９
）、

番
外
謡
曲
《
厚
婦
》、『
説
教
譬
喩
因
縁
談
』（
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
刊
）（
10
）、

等
を
あ
げ
、「
そ
う
し
た
唱
導
の
場
か
ら
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
「
阿
弥
陀
胸
割
」

の
よ
う
な
文
学
的
脚
色
の
施
さ
れ
た
世
俗
の
身
売
り
譚
が
成
長
し
て
い
っ
た
の
か
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
た
だ
そ
の
源
流
に
仏
教
唱
導
が
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
」

と
指
摘
し
た
。
そ
の
傍
証
と
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
の
第
四
話
「
仏
拝
卒
堵
波

給
語
」
の
釈
迦
の
前
生
譚
・
忍
辱
太
子
の
話
を
あ
げ
て
い
る
が
、『
今
昔
物
語
集
』

巻
二
の
第
四
話
に
は
肝
心
の
生
き
肝
を
と
る
モ
チ
ー
フ
が
な
く
、
花
部
氏
も
述
べ
る

よ
う
に
『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
素
材
と
み
る
に
は
や
や
疑
問
が
残
る
。
そ
こ
で
、「
源

流
と
な
る
仏
教
唱
導
」
に
つ
い
て
、番
外
謡
曲
《
厚
婦
》
を
出
発
点
に
考
え
て
み
た
い
。

番
外
謡
曲
《
厚
婦
》
の
代
表
的
な
伝
本
は
、
次
の
六
本
が
知
ら
れ
て
い
る
（
11
）。

上
懸
系

元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
版
四
百
番
外
百
番
本
《『
謡
曲
叢
書
』
第
一
巻
》

吉
田
幸
一
氏
蔵
吉
田
本
（
享
保
・
元
文
（
一
七
一
六
〜
一
七
四
〇
）
頃
）

法
政
能
楽
研
究
所
蔵
五
百
番
本
（
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
頃
）

井
上
家
蔵
本
第
一
種
（
江
戸
中
期
以
後
）

伊
藤
正
義
氏
蔵
平
松
本
（
12
）（
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
）

下
掛
系

吉
川
家
本
（
元
禄
頃
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
三
））《『
未
刊
謡
曲
集
』
十
八
》

上
懸
系
諸
本
で
あ
る
吉
田
本
、
井
上
家
本
、
法
政
能
楽
研
究
所
本
は
い
ず
れ
も
元
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禄
版
本
の
写
し
で
あ
る
。
よ
り
原
態
に
近
い
本
文
を
有
す
る
も
の
は
下
懸
系
の
吉
川

家
本
で
、
こ
れ
は
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
三
）
に
は
成
立
し
た
と
さ
れ

る
（
13
）。
姫
路
江
﨑
家
蔵
写
本
『
諷
名
寄
』（
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
）
に
《
厚
婦
》

の
名
が
み
え
る
も
の
の
、『
諷
名
寄
』
自
体
は
、
貞
享
や
元
禄
頃
の
番
外
謡
曲
版
本

の
曲
名
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
形
跡
が
あ
る
た
め
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
写
し

の
誤
り
と
み
ら
れ
て
い
る
（
14
）。《
厚
婦
》
を
関
連
話
と
し
て
紹
介
し
た
堂
本
正
樹

氏
は
「
古
浄
瑠
璃
源
流
の
能
」
と
み
て
（
15
）、「
王
子
の
病
気
で
女
の
生
き
肝
を
要

求
す
る
と
い
う
点
で
は
、
本
曲
が
早
い
。」
と
謡
曲
先
行
の
見
解
を
示
し
た
が
、
上

演
記
録
も
確
認
で
き
な
い
た
め
、
中
世
以
前
に
本
曲
が
成
立
し
て
い
た
と
は
考
え
に

く
い
。《
厚
婦
》
が
『
阿
弥
陀
胸
割
』
に
先
行
す
る
可
能
性
は
低
く
、
影
響
を
受
け

て
作
ら
れ
た
作
品
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
両
者
に
は
、
構
想
上
見
過
ご
せ
な

い
共
通
点
が
あ
る
。
吉
川
家
本
に
拠
っ
て
、
そ
の
梗
概
を
あ
げ
て
お
く
（
適
宜
本
文

を
引
用
し
た
）。

天
竺
舎
衛
国
の
帝
は
王
子
が
無
声
の
病
で
あ
る
。
端
厳
柔
和
な
る
女
の
生
き
肝

が
あ
れ
ば
病
が
平
癒
す
る
と
知
り
、
国
中
に
高
札
を
立
て
て
求
め
る
。

是
は
天
竺
舎
衛
国
の
帝
に
仕
へ
奉
る
臣
下
也
。
扨
も
御
代
継
の
王
子
。
い

か
成
御
事
に
や
候
け
ん
。
無
言
の
病
疾
を
請
さ
せ
給
ひ
。
更
に
御
声
出
さ

せ
給
は
ず
候
。（
中
略
）
爰
に
又
有
験
の
医
師
奏
し
て
い
は
く
。
い
か
に

も
端
厳
柔
和
成
女
の
生
肝
を
取
。
太
子
に
勧
め
奉
ら
ば
。
忽
御
声
出
さ
せ

給
ふ
べ
き
由
奏
聞
す
。

貧
女
・
厚
婦
（
シ
テ
）
は
、
弟
・
厚
祇
と
と
も
に
山
で
木
の
実
を
拾
い
母
を
養

う
が
、
高
札
を
見
て
身
売
り
を
決
意
し
、
上
奏
す
る
。
帝
は
孝
行
の
志
を
聞
い

て
感
動
し
、
死
後
の
弔
い
や
母
の
今
後
を
約
束
す
る
。
厚
婦
は
母
の
許
へ
帰
り
、

待
ち
わ
び
て
い
た
母
に
身
売
り
と
引
き
換
え
に
得
た
珍
宝
を
与
え
て
喜
ば
せ

る
。
母
が
山
か
ら
帰
ら
ぬ
厚
祇
を
案
じ
て
い
る
う
ち
に
、
官
人
が
せ
き
た
て
厚

婦
を
王
宮
に
連
れ
て
行
く
。
真
相
を
知
っ
た
母
は
嘆
く
。
官
人
が
厚
婦
を
内
裏

ま
で
連
れ
て
く
る
と
、
帝
は
王
子
を
伴
っ
て
南
殿
に
出
御
す
る
。
一
同
は
厚
婦

の
容
姿
の
美
し
さ
に
感
じ
、
志
を
思
っ
て
涙
す
る
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
武
士
が

厚
婦
の
生
き
肝
を
取
ろ
う
と
す
る
。

わ
き
「
か
く
て
時
刻
も
移
る
と
、
武
士
承
り
袂
に
利
剣
を
忍
ば
せ
。
厚
婦

を
取
て
引
ふ
す
る
。」
太
子
こ
と
ば
「
や
あ
、
か
ゝ
る
賢
女
を
。
何
と
て

科
無
罪
に
は
沈
る
ぞ
。
は
や
〳
〵
其
害
を
ゆ
る
す
べ
し
と
宜
へ
ば
、
帝
を

始
奉
り
。
〳
〵
、是
は
不
思
議
の
御
事
と
か
な
と
。
御
悦
は
限
り
な
し
。（
中

略
）
か
か
る
賢
女
を
何
と
て
、
賤
が
伏
屋
に
帰
す
べ
き
。
此
上
は
、
后
に

備
奉
れ
と
。
御
装
束
を
参
ら
す
る
、（
中
略
）
玉
の
御
こ
し
を
は
や
め
。

老
母
を
む
か
ひ
と
り
。
寵
愛
申
つ
ゝ
。
扨
厚
祇
を
ば
臣
下
と
定
、
お
は
し

ま
せ
ば
。
民
も
豊
か
に
天
下
も
治
り
、
尽
せ
ぬ
御
代
こ
そ
目
め
で
た
け
れ
。

〳
〵

（『
未
刊
謡
曲
集
』
十
八
）

厚
婦
と
厚
祇
の
姉
弟
は
貧
し
さ
の
中
で
母
に
孝
を
尽
く
す
。
無
言
の
病
を
患
う
太

子
の
薬
を
求
め
て
高
札
が
立
て
ら
れ
る
と
、
厚
婦
は
そ
れ
を
見
て
孝
の
た
め
に
生
き

肝
の
提
供
を
決
め
る
。
殺
さ
れ
る
娘
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
太
子
が
思
わ
ず
声

を
出
し
、厚
婦
は
救
わ
れ
る
。
結
び
で
厚
婦
は
太
子
の
御
台
に
、厚
祇
は
臣
下
と
な
る
。

『
阿
弥
陀
胸
割
』
と
比
較
す
る
と
、
姉
弟
と
い
う
設
定
、
生
き
肝
を
差
し
出
す
展
開

に
い
た
る
ま
で
、
両
者
は
同
じ
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
や
や
異
な
る
点
も

あ
る
。『
阿
弥
陀
胸
割
』
で
は
、
病
に
か
か
る
の
は
太
子
で
は
な
く
長
者
の
息
子
で

あ
り
、
そ
の
病
も
無
声
の
病
で
は
な
く
、
瘡
（
癩
病
）
で
あ
る
。
最
後
の
場
面
に
つ

い
て
も
、弟
は
臣
下
に
な
る
の
で
は
な
く
阿
弥
陀
堂
の
住
僧
と
な
る
。《
厚
婦
》と『
阿

弥
陀
胸
割
』
を
比
較
す
る
と
、《
厚
婦
》
が
姉
の
孝
に
重
点
を
置
く
の
に
対
し
、『
阿

弥
陀
胸
割
』
は
癩
病
や
神
仏
の
霊
験
を
強
調
す
る
特
徴
が
あ
る
。

注
意
す
べ
き
は
謡
曲
諸
本
に
み
え
る
姉
と
弟
の
登
場
場
面
の
異
同
で
あ
る
。
完
備

さ
れ
た
詞
章
を
も
つ
下
掛
系
の
吉
川
家
本
で
は
、
冒
頭
で
弟
・
厚
祇
の
紹
介
が
あ
り
、
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姉
が
王
宮
へ
向
か
う
場
面
で
母
と
共
に
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
上

懸
系
の
本
文
で
は
、
冒
頭
に
弟
・
厚
祇
の
名
乗
り
を
も
た
ず
、
別
れ
の
場
面
で
突
如

と
し
て
弟
の
厚
祇
の
名
が
あ
が
り
、
前
後
の
叙
述
に
不
自
然
さ
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

『
未
刊
謡
曲
集
』
十
八
の
解
題
で
田
中
允
氏
は
、
版
本
で
あ
る
上
懸
系
は
原
本
を
切

り
詰
め
た
略
本
系
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
は
《
厚
婦
》
諸
本
が
流
布
し
て
ゆ
く
過
程

に
お
い
て
、
姉
弟
と
い
う
設
定
が
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
物
語
の
展
開
上
、
弟
の
存
在
は
重
要
で
な
く
、
省
略
さ
れ
て
も
物
語
は
問
題
な

く
進
行
す
る
よ
う
な
構
成
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
本
に
近
い
吉
川
家
本

が
姉
弟
の
設
定
を
選
択
し
て
い
る
の
は
、
半
世
紀
前
に
上
演
・
出
版
を
み
た
『
阿
弥

陀
胸
割
』
の
構
想
が
記
憶
に
あ
り
、
娘
一
人
よ
り
姉
弟
と
い
う
展
開
の
方
が
吉
川
家

本
の
成
立
当
時
は
自
然
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
幼
い
姉
弟
の
艱
難
辛
苦
と
い
う

モ
チ
ー
フ
は
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
に
限
ら
ず
、
説
経
『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
の
安
寿
と

づ
し
王
の
ほ
か
、
お
伽
草
子
・
古
浄
瑠
璃
双
方
の
作
例
が
残
る
『
は
な
や
』
の
は
な

よ
の
姫
と
は
な
若
、
ま
た
兄
妹
で
は
あ
る
が
『
ゆ
み
つ
ぎ
』
の
玉
松
と
玉
鶴
な
ど
が

あ
り
、
近
世
初
期
語
り
物
の
典
型
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
影
響
を

う
け
、《
厚
婦
》
は
姉
弟
と
い
う
設
定
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、《
厚
婦
》

の
本
説
で
あ
る
中
世
の
説
話
群
を
み
て
ゆ
く
と
、
物
語
は
姉
弟
で
は
な
く
、
母
と
子

を
中
心
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
成
り
立
ち
を
考
え

る
上
で
番
外
謡
曲
《
厚
婦
》
と
い
う
作
品
が
意
義
深
い
の
は
、
生
き
肝
の
妙
薬
、
姉

弟
と
い
っ
た
『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
諸
要
素
を
持
ち
な
が
ら
も
、
本
説
と
な
っ
た
中
世

の
説
話
群
の
要
素
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。《
厚
婦
》は
、『
阿
弥
陀
胸
割
』

の
関
連
話
と
し
て
た
び
た
び
俎
上
に
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、《
厚
婦
》
と
い
う
作
品

自
体
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
深
く
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

《
厚
婦
》
が
法
会
唱
導
の
場
で
生
成
さ
れ
た
説
話
群
を
本
説
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、一
方
で
天
竺
の
姉
弟
の
登
場
、姉
の
身
売
り
、生
き
肝
の
妙
薬
な
ど
、『
阿

弥
陀
胸
割
』
と
も
共
通
す
る
点
が
あ
る
。
成
立
時
期
は
『
阿
弥
陀
胸
割
』
以
前
で
は

な
い
が
、
中
世
の
譬
喩
因
縁
譚
と
『
阿
弥
陀
胸
割
』、
双
方
の
要
素
を
併
せ
持
つ
作

品
と
し
て
、《
厚
婦
》
と
い
う
作
品
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次

節
で
は
中
世
の
譬
喩
因
縁
譚
と
『
阿
弥
陀
胸
割
』
を
比
較
し
、《
厚
婦
》、『
阿
弥
陀

胸
割
』
の
源
流
が
、
中
世
の
法
会
唱
導
の
語
り
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

二
．《
厚
婦
》
の
淵
源

次
に
あ
げ
る
四
つ
の
話
は
、
無
声
の
病
の
た
め
に
娘
が
身
代
わ
り
に
な
る
点
で
、

《
厚
婦
》
の
本
説
と
目
さ
れ
る
説
話
で
あ
る
。
た
だ
し
《
厚
婦
》
と
異
な
り
、
い
ず

れ
も
母
と
娘
の
物
語
と
し
て
展
開
す
る
。
年
代
順
に
『
今
昔
物
語
集
』
巻
四
第
四
十

話
「
天
竺
貧
女
、
書
写
法
花
経
語
」
か
ら
み
て
み
よ
う
。
梗
概
は
新
日
本
古
典
文
学

大
系
本
に
拠
り
、
適
宜
本
文
を
引
用
し
た
。

（
前
半
）
天
竺
に
す
む
一
人
の
貧
し
い
女
に
は
、
家
も
財
も
子
も
な
い
。
子
ど

も
だ
け
で
も
と
思
い
、
仏
神
に
祈
請
し
て
、
一
人
の
娘
を
も
う
け
る
。
大
変
美

し
い
娘
に
成
長
し
十
歳
に
な
る
が
、
貧
し
い
た
め
に
夫
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

な
い
で
い
る
。
ま
た
母
は
せ
め
て
後
世
の
た
め
に
法
華
経
の
書
写
供
養
を
と
願

う
が
、
資
材
が
な
い
。

（
後
半
）
こ
れ
を
傍
で
聞
い
て
い
た
娘
は
自
ら
の
髪
を
売
り
、
便
り
に
し
よ
う

と
家
を
で
る
。
し
か
し
髪
は
売
れ
な
い
の
で
王
宮
に
入
る
。
そ
こ
で
あ
る
栴
陀

羅
に
出
く
わ
し
、
娘
を
見
て
す
ぐ
に
殺
そ
う
と
す
る
。
理
由
を
尋
ね
る
と
、「
国

王
ノ
太
子
在
マ
ス
。
年
十
三
歳
ニ
成
リ
給
フ
ニ
、生
レ
給
テ
後
、物
宣
フ
事
無
シ
」

「
長
髪
美
麗
、世
ニ
並
ビ
無
カ
ラ
ム
女
ノ
肝
ヲ
取
テ
、其
ノ
薬
ニ
可
充
シ
」
と
言
っ

た
。
ま
た
栴
陀
羅
は
さ
ら
に
「
国
ノ
内
ニ
被
求
ル
ニ
、
汝
ニ
勝
レ
タ
ル
女
無
シ
。

然
レ
バ
、
速
ニ
汝
ガ
肝
ヲ
可
取
シ
」
と
言
っ
て
、
な
お
も
肝
を
取
ろ
う
と
す
る
。

娘
は
国
王
と
の
面
会
を
も
と
め
、
我
が
母
の
法
華
経
書
写
供
養
の
た
め
に
、
髪

を
売
っ
て
い
る
こ
と
、
母
の
た
め
に
命
が
惜
し
い
こ
と
を
泣
く
泣
く
語
り
、
十

方
の
仏
に
助
け
を
も
と
め
る
。

嘆
く
娘
の
姿
を
前
に
し
た
太
子
は
、「
始
テ
声
ヲ
出
テ
父
ノ
大
王
ニ
申
シ
給
ハ
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ク
、「
大
王
、
此
ノ
女
ヲ
殺
シ
給
フ
事
無
カ
レ
」
ト
申
シ
給
ヒ
ケ
ル
ニ
、
大
王
ヨ

リ
始
テ
后
・
大
臣
・
百
官
、
皆
太
子
ノ
声
聞
テ
喜
ブ
事
無
限
シ
」
と
な
り
、
そ

の
後
娘
は
財
宝
を
与
え
ら
れ
、母
の
元
に
帰
り
、法
華
経
の
書
写
供
養
を
行
っ
た
。

『
今
昔
物
語
集
』（
以
下
、『
今
昔
』
と
略
称
す
る
）
の
話
は
、
母
の
視
点
か
ら
描

か
れ
る
前
半
部
と
、娘
の
視
点
か
ら
描
か
れ
る
後
半
部
の
、二
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。《
厚

婦
》
と
特
に
重
な
り
を
見
せ
る
の
は
後
半
部
で
あ
る
が
、
娘
は
始
め
か
ら
身
を
売
る

つ
も
り
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
美
髪
を
売
ろ
う
と
し
、
王
宮
に
や
っ
て
き
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
生
き
肝
で
病
が
治
る
と
い
う
話
も
、《
厚
婦
》
で
は
医
師
の
口

か
ら
語
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、『
今
昔
』
で
は
王
宮
で
出
会
っ
た
栴
陀
羅
か
ら
説

明
さ
れ
て
い
る
。
娘
が
捕
ら
え
ら
れ
、
太
子
の
病
が
回
復
す
る
ま
で
の
経
緯
は
同
じ

だ
が
、
太
子
が
声
を
出
す
き
っ
か
け
は
娘
へ
の
哀
れ
み
で
は
な
く
、
娘
の
十
方
の
仏

に
祈
念
し
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
。《
厚
婦
》
と
『
今
昔
』
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、

物
語
の
舞
台
、
主
人
公
の
お
か
れ
た
境
遇
、
太
子
の
病
な
ど
の
設
定
が
一
致
す
る
た

め
、『
今
昔
』
は
《
厚
婦
》
の
同
類
話
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
今
昔
』
で
は

孝
の
た
め
に
美
髪
を
売
る
と
い
っ
た
、
他
の
説
話
（『
今
昔
』
巻
四
第
十
五
話
「
天

竺
舎
衛
国
髪
起
長
者
語
」
な
ど
）
か
ら
の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
《
厚
婦
》
は

単
に
孝
の
た
め
の
身
売
り
で
あ
っ
た
が
、『
今
昔
』
で
は
母
の
法
華
経
書
写
供
養
の

発
願
に
端
を
発
し
た
孝
で
あ
り
、
法
華
経
信
仰
を
強
調
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
今
昔
』
と
《
厚
婦
》
は
大
筋
に
於
い
て
一
致
す
る
が
、
細
部
に
違

い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
今
昔
』
が
《
厚
婦
》
の
直
接
的
典
拠
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、

平
安
後
期
成
立
の
『
今
昔
』
と
元
禄
期
の
《
厚
婦
》
で
は
時
代
的
に
も
開
き
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
類
話
は
な
い
と
さ
れ
た
『
今
昔
』
巻
四
の
四
十
話
で
あ
る
が
（
16
）、
鎌
倉

末
期
に
成
立
し
た
寺
院
の
説
草
や
室
町
期
の
『
法
華
経
』
の
注
釈
書
に
本
話
と
同
じ

話
が
継
承
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
一
つ
が
『
説
経
才
学
抄
』（
正
和
四
（
一
三
一
五
）
年
成
立
か
）
で
あ
る
。『
説

経
才
学
抄
』
は
、
真
福
寺
の
学
僧
・
聖
真
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
説
教
の

台
本
で
、
各
項
目
は
お
お
よ
そ
経
典
や
教
義
を
説
く
た
め
の
「
経
論
釈
処
」、
美
辞

麗
句
で
語
ら
れ
る
「
訓
釈
処
」、
説
話
的
な
内
容
を
主
と
す
る
「
因
縁
処
」
の
、
三

つ
の
部
立
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
問
題
と
な
る
箇
所
は
「
四
十
七　

逆
修
善
根
事
」

項
の
「
因
縁
処
」
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
逆
修
の
法
会
唱
導
の
た
め
に
構
成
さ

れ
た
文
言
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。『
説
経
才
学
抄
』
の
引
用
書
目
を
詳
細
に

分
析
さ
れ
た
藤
井
佐
美
氏
に
よ
れ
ば
、「
四
十
七　

逆
修
善
根
事
」
項
の
因
縁
処
に

は
三
つ
の
説
話
が
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、『
今
昔
』
の
類
話
は
そ
の
二
つ
目
に
あ
た

る
（
17
）。
い
ず
れ
の
説
話
も
出
典
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
ず
は
『
説
経
才
学
抄
』
の

該
当
箇
所
を
み
て
み
よ
う
（
原
文
の
表
記
を
適
宜
改
め
、
傍
線
を
付
し
た
）。

唐
ニ
一
人
ノ
長
者
ア
リ
。
具
生
長
者
カ　

子
無
キ
事
ヲ
歎
キ
テ
神
仏
ニ
申
ス
。

年
闌
ニ
齢
傾
キ
テ
一
人
ノ
男
子
ヲ
生
ヘ
リ
キ
。
大
方
悦
コ
ト
限
リ
無
シ
。
然
ル

ニ
、
此
ノ
子
啞ヲ

シ

ニ
シ
テ
モ
ノ
言
ハ
ズ
。
少
ナ
ケ
レ
バ
コ
ソ
有
レ
、
今
暫
ク
モ
有

ラ
バ
言
ハ
ム
ズ
ラ
ム
ト
待
ツ
程
ニ
、
七
歳
ニ
モ
成
リ
ヌ
。
猶
言
ハ
ズ
。
其
ノ
時
、

長
者
「
此
ノ
子
ニ
物
言
ハ
ス
ル
医
師
有
レ
ハ
、
来
リ
テ
治
ス
ベ
シ
、
禄
ハ
請
ニ

依
ル
」
ト
触
レ
ケ
レ
バ
、
国
中
ニ
、
医
師
集
リ
テ
見
テ
、「
叶
ハ
ズ
」
ト
テ
、

皆
帰
了
。

其
ノ
時
、
長
者
嘆
キ
テ
云
ハ
ク
、「
子
無
キ
果
報
ナ
ラ
バ
無
ク
ハ
一
向
思
ヒ

切
リ
テ
止
ミ
ナ
ム
。
中
々
無
キ
ニ
ハ
勝
リ
テ
嘆
ク
事
ヨ
」
ト
悲
シ
ム
処
ニ
、
一

人
ノ
医
師
来
リ
テ
言
ハ
ク
、「
治
シ
テ
ム
、
安
キ
事
ナ
リ
。
但
シ
薬
リ
ヲ
尋
ネ

給
ヘ
」
ト
云
ヒ
、「
其
ノ
薬
ハ
懐
妊
シ
テ
三
月
ニ
成
ル
腹
ノ
中
ニ
、
亦
女
子
ノ

肉
ヲ
取
リ
テ
、
和
シ
テ
飲
ム
ベ
シ
」。
長
者
、
家
中
ノ
懐
妊
女
ヲ
二
三
十
人
召

シ
集
メ
テ
問
ヒ
給
ヘ
バ
、
或
ハ
五
月
、
或
ハ
四
月
、
或
ハ
二
月
ナ
ム
ト
答
テ
、

一
人
モ
三
月
ニ
当
タ
ル
ト
云
フ
者
無
シ
。
サ
ラ
バ
ト
テ
、
国
中
ニ
触
レ
尋
ヌ
ル

ニ
、
大
方
無
シ
。

或
ル
貧
女
、
此
ノ
事
ヲ
聞
キ
テ
、「
我
懐
妊
シ
テ
三
月
ナ
リ
。
我
ガ
身
ヲ
売

ラ
ム
」
ト
申
ス
。
此
ノ
女
人
ハ
八
十
ニ
成
ル
母
親
ヲ
一
人
持
チ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
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養
カ
ネ
テ
身
ノ
直
ヲ
母
ニ
奉
リ
、
一
期
ヲ
ス
ゴ
サ
ム
ト
思
ヒ
テ
申
ス
ナ
リ
。
但

シ
、
懐
メ
ル
子
、
女
子
ナ
ラ
バ
売
ル
ベ
シ
。
其
レ
ヲ
見
ル
様
ハ
、
先
ニ
歩
セ
テ

後
ロ
ニ
テ
俄
ニ
呼
ビ
返
ス
時
、
右
ヘ
見
返
ル
ハ
、　
呼
ビ
返
ス
時
右
ノ
如
ク
女
子
ナ
リ
ト

云
　々

女
子
ナ
ル
間
、
直
物
ヲ
約
束
シ
畢
テ
七
日
ノ
暇
ヲ
乞
ヒ
テ
、
金
銭
五
百

文
ヲ
得
テ
、
百
文
ヲ
以
テ
ハ
母
ノ
為
、
逆
修
ヲ
営
ミ
、
四
百
文
ヲ
バ
母
ノ
一
期

ノ
衣
食
料
ニ
長
者
ニ
預
置
テ
逆
修
ヲ
営
コ
ト
七
ケ
日
ナ
リ
。
毎
日
一
部
法
華
経
母
此

ノ
事
ヲ
聞
キ
テ
、
大
方
悲
嘆
ス
ル
事
限
リ
無
シ
。

結
願
ノ
導
師
、
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
涙
ヲ
流
シ
テ
教
ヘ
テ
云
ハ
ク
、「
此
経
則
為

閻
浮
提
人
病
之
良
薬
、
若
人
有
病
得
聞
是
経
。
病
即
消
滅
不
老
不
死
」。
此
ノ

文
ヲ
此
ノ
長
者
ノ
病
子
ニ
誦
聞
シ
テ
云
フ
。

サ
テ
七
日
過
ギ
ヌ
レ
バ
、
逆
修
ノ
ナ
ゴ
リ
ト
母
ノ
ナ
ゴ
リ
惜
ケ
レ
ド
モ
、
約

束
ヲ
チ
ガ
ヘ
ジ
ト
、
長
者
ノ
許
ニ
行
向
ヒ
テ
、
病
子
ニ
ア
ヒ
テ
高
声
ニ
此
ノ
文

ヲ
誦
聞
ス
。
此
ノ
子
俄
ニ
此
ノ
口
マ
ネ
ヲ
シ
テ
、
物
ヲ
言
始
ム
。
長
者
悦
フ
コ

ト
限
リ
無
ク
、
事
体
ヲ
聞
キ
給
ヘ
バ
、
上
件
逆
修
ノ
次
第
ヲ
語
リ
テ
、
我
一
人

ヨ
リ
外
ニ
、
又
子
無
シ
。
カ
ク
ナ
リ
テ
後
、
母
ノ
後
生
ヲ
訪
フ
子
無
キ
間
、
此

ク
ノ
如
ク
仕
リ
候
ト
云
々
。
病
子
能
ク
言
フ
間
、
腹
ノ
中
ノ
子
、
無
用
ナ
レ
バ
、

身
ノ
直
ト
暇
ヲ
取
ラ
セ
テ
返
了
。

其
ノ
後
モ
哀
レ
ミ
顧
ミ
養
ヒ
ケ
ル
ナ
リ
。
逆
修
善
根
ハ
現
当
二
世
ノ
悉
地
成

就
ス
ル
事
ナ
リ
。

（
真
福
寺
善
本
叢
刊
）

留
意
す
べ
き
は
、
病
に
か
か
っ
た
子
の
親
の
名
を
「
具
生
長
者
」
と
明
示
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
『
阿
弥
陀
胸
割
』《
厚
婦
》『
今
昔
』
の
登
場
人
物

名
は
、「
天
寿
」「
厚
婦
」
と
い
っ
た
長
寿
や
孝
行
と
い
う
物
語
の
内
容
に
即
し
て
付

け
た
よ
う
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
が
、『
説
経
才
学
抄
』
の
「
具
生
長
者
」
は
何

か
出
典
と
な
る
漢
訳
仏
典
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
名
称
で
あ
る
。
こ
の
「
具
生
長
者
」

は
『
説
経
才
学
抄
』
だ
け
で
な
く
、
後
述
す
る
『
見
聞
随
身
鈔
』
に
も
「
倶
生
長
者
」

と
み
え
る
。
だ
が
確
認
の
限
り
、
他
の
文
献
上
に
そ
の
名
を
見
い
だ
し
得
な
い
。

『
説
経
才
学
抄
』
に
は
他
に
も
《
厚
婦
》『
今
昔
』
に
は
な
い
記
述
が
確
認
で
き
る
。

長
者
の
一
人
子
が
声
の
出
な
い
病
（
啞ヲ
シ

）
で
あ
る
の
は
《
厚
婦
》『
今
昔
』
と
同
じ
だ

が
、『
説
経
才
学
抄
』
で
は
そ
の
子
の
年
齢
を
「
七
歳
」
と
し
、
詳
述
す
る
。
続
い

て
薬
と
な
る
の
は
「
美
し
い
女
の
肝
」
で
は
な
く
、「
懐
妊
し
て
三
月
に
あ
た
る
女

の
胎
児
の
肉
」で
あ
る
と
説
く
。「
胎
児
」の
肉
体
を
薬
と
す
る
例
は
、『
今
昔
物
語
集
』

巻
二
十
九
第
二
十
五
話
「
丹
波
守
平
貞
盛
、
取
児
干
語
」
に
み
え
る
「
悪
シ
キ
瘡
」

の
た
め
の
「
児
干
ト
云
フ
薬
」
の
例
や
、『
金
沢
文
庫
本
観
音
利
益
集
』「
三
二　

美

乃
七
郎　

依
観
音
経
之
力
遁
死
縁
事
」
の
「
キ
ス
ノ
薬
」
の
た
め
「
兒
ノ
キ
モ
」
を

取
ろ
う
と
女
の
腹
を
割
い
て
取
ろ
う
と
す
る
例
な
ど
が
あ
り
、
妙
薬
の
一
種
で
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、『
説
経
才
学
抄
』
は
「
其
レ
ヲ
見
ル
様
ハ
、
先
ニ
歩
セ
テ
後
ロ
ニ
テ

俄
ニ
呼
ビ
返
ス
時
…
」
と
い
っ
た
性
別
を
見
分
け
る
方
法
に
ま
で
言
及
し
て
お
り
、

そ
の
描
写
は
詳
細
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
薬
と
な
る
女
の
条
件
は
《
厚
婦
》
で
は
、「
端
厳
柔
和
成
女
の
生
き
肝
」、

『
今
昔
』
で
は
「
長
髪
美
麗
、
世
ニ
並
ビ
無
カ
ラ
ム
女
ノ
肝
」
と
あ
り
時
を
定
め
て

は
い
な
い
が
、『
説
経
才
学
抄
』
で
は
懐
妊
の
時
期
を
「
三
月
」
と
す
る
。
こ
れ
と

同
じ
展
開
を
と
る
例
と
し
て
見
過
ご
せ
な
い
の
は
『
阿
弥
陀
胸
割
』
で
あ
る
。
姫
君

の
生
き
肝
を
薬
と
し
て
求
め
る
際
に
、「
壬
辰
の
年
の
辰
の
月
の
辰
の
日
の
辰
の
一

点
」
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
お
り
、『
説
経
才
学
抄
』
同
様
、
時
の

条
件
が
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

時
の
条
件
に
加
え
て
、
薬
と
な
る
女
を
さ
が
し
求
め
る
場
面
に
つ
い
て
も
、『
説

経
才
学
抄
』
と
『
阿
弥
陀
胸
割
』
を
比
較
し
て
み
た
い
。『
説
経
才
学
抄
』
は
、

長
者
、
家
中
ノ
懐
妊
女
ヲ
二
三
十
人
召
シ
集
メ
テ
問
ヒ
給
ヘ
バ
、
或
ハ
五
月
、

或
ハ
四
月
、
或
ハ
二
月
ナ
ム
ト
答
テ
、
一
人
モ
三
月
ニ
当
タ
ル
ト
云
フ
者
無
シ
。

サ
ラ
バ
ト
テ
、
国
中
ニ
触
レ
尋
ヌ
ル
ニ
、
大
方
無
シ
。
或
ル
貧
女
、
此
ノ
事
ヲ

聞
キ
テ
、「
我
懐
妊
シ
テ
三
月
ナ
リ
。
我
ガ
身
ヲ
売
ラ
ム
」
ト
申
ス
。
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と
、
集
め
た
女
が
い
ず
れ
も
わ
ず
か
に
条
件
が
合
わ
な
い
の
で
国
中
に
触
れ
を
出
し
、

や
が
て
薬
と
な
る
女
が
登
場
す
る
と
い
う
展
開
を
と
る
。
同
じ
場
面
の
『
阿
弥
陀
胸

割
』
本
文
を
み
て
み
よ
う
（
通
読
の
便
宜
考
慮
し
、漢
字
・
句
読
点
を
あ
て
た
。
以
下
、

同
じ
）。長

者
喜
び
給
ひ
て
、
辻
々
の
高
札
に
「
壬
辰
の
年
辰
の
月
の
辰
の
日
に
生
ま
れ

を
な
ひ
た
る
姫
あ
ら
ば
、
大
万
長
者
へ
値
を
こ
ぎ
ら
ず
買
い
と
る
べ
し
」
と
札

を
書
い
て
立
て
ら
れ
け
れ
ば
、
も
と
よ
り
天
竺
は
国
は
様
々
多
け
れ
ば
、
近
国

他
国
よ
り
も
、「
我
も
辰
の
年
の
者
な
り
」「
此
姫
も
辰
の
年
の
姫
な
り
」
と
て
、

多
く
の
姫
を
具
し
連
れ
て
、
長
者
の
屋
形
へ
来
た
り
け
れ
ど
も
、
年
が
合
へ
ば

月
の
違
う
が
、
月
が
合
へ
ば
日
が
違
う
が
、
時
の
違
う
た
る
者
も
あ
り
、
終
に

叶
は
ざ
る
と
こ
ろ
へ
、
天
寿
て
い
れ
い
姉
弟
は
、
こ
れ
を
ば
夢
に
も
知
ら
ず
し

て
、「
我
か
身
売
ら
ん
」
と
て
、
大
万
長
者
へ
尋
ね
行
き
し
は
、
諸
事
の
哀
れ

と
聞
こ
え
け
り
。

二
重
傍
線
部　
　

の
国
中
に
触
れ
を
出
す
時
期
は
異
な
る
が
、
傍
線
部　
　

の
よ

う
に
、『
説
経
才
学
抄
』
で
、
や
っ
て
き
た
女
た
ち
の
条
件
が
合
わ
ず
「
或
ハ
五
月
、

或
ハ
四
月
、
或
ハ
二
月
ナ
ム
ト
答
テ
、
一
人
モ
三
月
ニ
当
タ
ル
ト
云
フ
者
無
シ
」
と

難
航
す
る
描
写
は
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
「
年
が
合
へ
ば
月
の
違
う
が
、
月
が
合
へ

ば
日
が
違
う
が
、
時
の
違
う
た
る
者
も
あ
り
」
と
通
じ
合
う
。《
厚
婦
》
も
「
急
で

国
中
に
高
札
を
立
」
て
て
求
め
た
と
あ
る
が
、
本
文
が
短
く
細
か
い
描
写
ま
で
は
な

さ
れ
な
い
。『
今
昔
』
は
身
売
り
す
る
女
が
自
主
的
に
王
宮
に
や
っ
て
く
る
た
め
展

開
が
異
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
説
経
才
学
抄
』
に
は
『
阿
弥
陀
胸
割
』
と
通
底
す

る
表
現
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
説
経
才
学
抄
』
の
女
は
、
死
の
直
前
に
老
母
の
た
め
の
逆
修
を
お
こ
な
う
。
そ

の
際
の
導
師
が
女
に
「
此
経
則
為
閻
浮
提
人
病
之
良
薬
、
若
人
有
病
得
聞
是
経
。
病

即
消
滅
不
老
不
死
」
の
『
法
華
経
』
薬
王
菩
薩
本
事
品
の
経
文
を
教
え
た
と
い
う
記

述
は
、《
厚
婦
》『
今
昔
』
に
は
な
い
。
た
だ
し
『
今
昔
』
で
は
法
華
経
書
写
供
養
の

た
め
の
孝
行
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
、
こ
の
話
が
法
華
経
霊
験
譚
を
テ
ー
マ
と

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
説
経
才
学
抄
』
で
は
法
華
経
の
文
句
を
引
き
、
ま
た

そ
の
「
口
マ
ネ
」
に
よ
っ
て
声
が
出
る
な
ど
、『
今
昔
』
よ
り
も
法
華
経
を
強
調
す

る
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。

法
華
経
注
釈
書
の
世
界
で
も
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
話
が
享
受
さ
れ
て
い
た
。『
見

聞
随
身
鈔
』（
永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
）
は
、『
法
華
文
句
』『
法
華
義
疏
』『
法
華
論
』

と
い
っ
た
先
行
書
に
依
り
、
真
福
寺
第
四
世
・
政
祝
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
18
）。

当
該
箇
所
で
あ
る
「
十
八
天
竺
倶
生
長
者
カ
瘂ヲ
シ

ノ
事
」
は
先
の
『
説
経
才
学
抄
』
を

省
略
し
た
よ
う
な
内
容
で
、
太
子
の
年
齢
が
「
五
歳
」、
末
尾
で
兜
率
往
生
す
る
点

以
外
、
大
き
な
異
同
は
な
い
（
19
）。

ま
た
、法
華
経
説
話
を
取
り
集
め
た
真
福
寺
蔵『
往
因
類
聚
抄
』「
法
華
経
寄
（
マ
マ
）特
事
」

（
文
明
十
一
（
一
四
七
九
）
年
写
）
に
も
類
話
が
み
え
る
（
20
）。
一
部
の
み
挙
げ
て

お
こ
う
。

爰
ニ
太
子
御
座
ス
。
当
年
ハ
十
五
歳
也
。
然
ニ
物
ヲ
仰
ア
ル
事
、
之
無
シ
。
之

ニ
依
リ
テ
、
医
師
ニ
尋
申
セ
ハ
、
親
孝
々
ノ
人
ノ
舌
ヲ
切
リ
テ
、
薬
リ
ニ
合
可

キ
申
ナ
リ
。（
中
略
）
其
後
、
女
性
ヲ
テ
イ
前
ニ
シ
テ
、
栴
陀
羅
カ
来
テ
、
舌

ヲ
ヌ
カ
ン
ト
シ
ケ
リ
。
然
ル
ニ
、
太
子
、
先
ツ
其
ノ
女
性
ヲ
タ
ス
ク
ヘ
シ
、
ト

仰
出
玉
フ
。

（
真
福
寺
善
本
叢
刊
）

「
唐
土
命
終
ノ
津
」
に
住
む
「
天
下
第
一
ノ
貧
女
」
が
、
法
華
経
を
聴
聞
し
た
い

と
言
う
老
母
の
た
め
に
燈
明
代
と
し
て
髪
を
売
り
に
行
く
が
捕
ら
わ
れ
、
十
五
に
な

る
ま
で
物
い
わ
ぬ
太
子
の
薬
に
「
舌
」
を
捧
げ
る
よ
う
迫
ら
れ
る
、
と
い
う
内
容
で

あ
る
。「
舌
」
や
「
十
五
歳
」
と
い
う
異
同
は
あ
る
が
、
無
言
の
太
子
が
声
を
出
す

こ
と
で
娘
が
救
済
さ
れ
る
結
末
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
髪
を
売
り
に
王
宮
に
い
き
、
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そ
こ
で
捕
ら
え
ら
れ
る
と
い
う
展
開
は
『
今
昔
』
と
一
致
し
て
お
り
、
本
話
が
結
末

を
同
じ
く
し
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
を
も
っ
て
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
様

子
が
わ
か
る
。

以
上
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
類
話
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
《
厚
婦
》
の
淵
源
を
、
仏

教
説
話
や
寺
院
資
料
を
た
ど
り
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。
こ
こ
で
、
す
べ
て
の
説
話

を
年
代
順
に
並
べ
て
特
徴
を
整
理
し
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
と
比
較
し
て
み
た
い
。

舞
台
は
い
ず
れ
も
天
竺
や
唐
の
異
国
を
舞
台
と
す
る
。『
往
因
類
従
抄
』
ま
で
は
、

老
い
た
母
を
養
う
た
め
に
身
売
り
を
す
る
娘
の
話
で
あ
る
が
、《
厚
婦
》『
阿
弥
陀
胸

割
』
に
な
る
と
姉
弟
の
話
へ
と
変
化
す
る
。
無
言
の
病
と
い
う
点
は
、《
厚
婦
》
に

至
る
ま
で
一
貫
し
て
い
る
が
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
だ
け
は
三
病
（
癩
病
）
と
あ
り
、

異
な
っ
て
い
る
。
病
に
か
か
っ
た
子
の
名
は
太
子
や
長
者
の
子
息
な
ど
の
身
分
あ
る

者
で
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
の
年
齢
は
五
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
幅
が
あ
る
。
薬
は
肝

三
例
、
胎
児
二
例
、
舌
一
例
と
、
い
ず
れ
も
身
体
の
一
部
で
あ
り
、
中
で
も
肝
が
主

流
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
う
ち
薬
に
時
の
条
件
を
付
け
る
例
が
三
例
あ
る
。
身
を

捧
げ
る
目
的
は
、《
厚
婦
》『
阿
弥
陀
胸
割
』
以
外
は
す
べ
て
法
華
経
書
写
供
養
、
聴

聞
で
あ
り
、
本
話
が
法
華
経
信
仰
の
場
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

発
声
に
よ
っ
て
娘
が
救
済
さ
れ
る
背
景
に
は
、
法
華
経
の
経
文
を
唱
え
る
た
め
に
不

可
欠
な
声
の
復
活
と
い
う
意
図
も
こ
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
法
華
経
霊
験
譚
か

『
今
昔
物
語
集
』

『
説
経
才
学
抄
』

『
見
聞
随
身
鈔
』

『
往
因
類
聚
抄
』

《
厚
婦
》

『
阿
弥
陀
胸
割
』

舞
台

天
竺

唐

唐

唐
土
命
終
ノ
津

天
竺
舎
衛
国

天
竺
吠
舎
釐
国

親

母

八
十
ニ
成
ル
母

八
十
ニ
成
ル
母

老
母

母

か
ん
し
ひ
や
う
へ

主
人
公

娘

娘

娘

娘

姉
・
厚
婦

弟
・
厚
祇

姉
・
天
寿
姫

弟
・
て
い
れ
い

病

無
言
の
病

無
言
の
病
（
瘂
）

無
言
の
病
（
瘂
）

無
言
の
病

無
言
の
病

五
す
い
病

四
す
い
病

三
病

病
の
子
の
親

国
王

具
生
長
者

倶
生
長
者

大
王

帝

大
万
長
者

病
の
子
の
名

太
子
十
三
歳

男
子
五
歳

男
子
五
歳

太
子
十
五
歳

御
世
継
の
王
子

松
若
十
二
歳

薬

長
髪
美
麗
、
世
ニ
並

ビ
無
カ
ラ
ム
女
ノ
肝

懐
妊
シ
テ
三
月
ニ
成
ル
腹
ノ
中

ニ
、
亦
女
子
ノ
肉

懐
妊
女
ノ
三
月
ニ
ナ
ル
腹
ノ
内

ノ
子

親
孝
々
ノ
人
ノ
舌

端
厳
柔
和
成
女
の
生
肝

壬
辰
の
年
辰
の
月
辰
の
日
の
辰

の
一
点
生
ま
れ
の
姫
の
生
き
肝

目
的

法
華
経
書
写
供
養

法
華
経

逆
修

親
の
衣
食
料

法
華
経

逆
修

食

法
華
経
聴
聞

身
の
代
を
母
に

三
間
四
方
の
光
堂
・
黄
金
阿
弥

陀
三
尺
五
寸

救
済

病
子
が
発
声

病
子
が
発
声
（
経
文
を
口
マ
ネ
）

病
子
が
発
声
（
経
文
を
口
マ
ネ
）

病
子
が
発
声

病
子
が
発
声

阿
弥
陀
が
身
代
わ
り

結
び

娘
に
宝

娘
を
哀
み
顧
み
養
う

兜
率
往
生

娘
↓
発
菩
提
心

太
子
↓
善
知
識

姉
↓
后

弟
↓
臣
下

姉
↓
御
台

弟
↓
阿
弥
陀
堂
住
僧
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ら
、
ど
の
よ
う
に
《
厚
婦
》、
は
て
は
『
阿
弥
陀
胸
割
』
と
い
っ
た
演
劇
作
品
へ
と

展
開
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、《
厚
婦
》
以
前
の
説

話
と
『
阿
弥
陀
胸
割
』
と
の
最
大
の
違
い
は
、
太
子
の
発
声
で
女
が
救
わ
れ
る
の
で

は
な
く
、
阿
弥
陀
が
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
で
救
わ
れ
る
点
に
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
改
変
が
加
え
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
、
声
の
出
な
い
太
子
を
め
ぐ
る
説
話
の
一
群

は
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
源
流
と
い
え
る
の
か
。
仏
教
説
話
や
寺
院
資
料
の
素
材
の

段
階
か
ら
一
つ
の
演
劇
作
品
へ
成
長
す
る
背
景
に
つ
い
て
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
享

受
史
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

三
．『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
眼
目

『
阿
弥
陀
胸
割
』
は
、
近
世
文
芸
、
特
に
歌
舞
伎
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
が
、

中
で
も
好
ま
れ
た
の
が
天
寿
の
生
き
肝
を
取
る
趣
向
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
面
を
、
古

活
字
本
で
確
認
し
よ
う
。

あ
り
し
野
原
に
た
ち
出
て
、
敷
き
皮
を
敷
か
せ
、
西
向
き
に
御
座
直
し
「
い
か

に
や
太
刀
取
り
、
し
ば
し
の
暇
を
た
び
た
ま
へ
。
御
経
転
読
せ
ん
と
て
、
そ
れ

法
華
経
の
五
の
巻
を
転
読
し
て
は
、
こ
れ
は
一
切
衆
生
の
た
め
な
り
。
阿
弥
陀

経
を
転
読
し
て
は
、
こ
れ
は
弟
丁
令
威
が
身
の
祈
祷
。
ま
た
は
死
し
て
も
有
る

な
ら
ば
、
此
功
力
に
よ
つ
て
上
品
の
台
に
往
生
得
脱
な
り
給
へ
」。
そ
の
身
は

ま
た
西
に
向
か
つ
て
手
を
合
わ
せ
「
南
無
西
方
極
楽
教
主
の
弥
陀
仏
、
本
願
誤

ま
り
給
は
ず
し
て
父
母
一
仏
性
と
の
機
縁
に
導
き
給
へ
」
と
回
向
し
て
、「
い

か
に
や
太
刀
取
り
、
そ
れ
人
の
生
き
肝
と
る
と
い
ふ
は
刀
を
五
分
巻
き
出
し
、

弓
手
の
脇
に
切
り
立
て
ゝ
、
馬
手
へ
き
り
ゝ
と
引
き
回
せ
ば
肝
に
子
細
は
よ
も

あ
ら
じ
。
浮
き
世
に
あ
れ
ば
思
ひ
が
増
す
。
は
や
疾
く
〳
〵
」
と
あ
り
け
れ
ば
、

物
の
ふ
ど
も
は
目
く
れ
、
心
も
消
え
入
り
け
れ
ど
も
刀
を
五
分
巻
き
出
し
、
弓

手
の
脇
に
切
り
立
て
て
馬
手
へ
や
う
〳
〵
引
き
回
し
生
き
肝
を
と
り
け
れ
ば
、

生
年
十
二
歳
を
一
期
と
し
て
、
あ
し
た
の
露
と
ぞ
消
え
給
ふ
。
武
士
ど
も
は
、

こ
の
生
肝
を
と
り
て
、
長
者
の
屋
形
へ
帰
り
延
命
酒
の
酒
に
て
七
十
五
度
洗
い

清
め
て
松
若
に
与
ゆ
れ
ば
、
松
若
こ
れ
を
押
し
い
た
だ
き
、
ぶ
く
し
け
れ
ば
、

面
に
見
え
し
三
病
瘡
が
、
み
な
消
へ
消
へ
と
失
せ
て
、
一
時
が
そ
の
内
に
、
花

の
や
う
な
る
稚
児
と
平
癒
す
る
こ
そ
不
思
議
な
れ
。

天
寿
は
最
期
の
瞬
間
に
法
華
経
と
阿
弥
陀
経
を
転
読
し
、
西
方
に
祈
念
す
る
。
武

士
た
ち
に
刀
の
当
て
方
を
と
き
、
生
き
肝
を
取
ら
れ
る
。
生
き
肝
を
服
用
す
る
と
、

松
若
の
病
は
た
ち
ま
ち
平
癒
す
る
。

こ
の
生
き
肝
取
り
の
趣
向
を
取
り
入
れ
た
最
も
早
い
例
が
、
伝
・
山
本
角
太
夫
正

本
『
清
水
寺
利
生
物
語
』
で
あ
っ
た
（
21
）。『
尾
陽
戯
場
事
始
』
延
宝
九
（
一
六
八
一
）

年
九
月
条
に
、「
清
水
寺
開
帳
」
と
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
前
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
。

田
村
丸
の
一
子
・
清
若
の
病
気
平
癒
の
た
め
に
、
旧
臣
の
娘
の
生
き
肝
を
差
し
出
す

と
い
う
設
定
で
あ
る
。
該
当
箇
所
を
み
て
み
よ
う
。

「
是
は
偖
置
、
こ
と
は
そ
れ
人
が
い
の
な
ら
い
と
て
八
く
の
道
は
の
が
れ
ず
し

と
し
ひ
と
の
一
子
き
よ
わ
か
丸
も
つ
て
て
の
外
の
御
い
れ
い
、
御
み
や
く
に
た

の
み
な
き
よ
し
て
ん
や
く
の
か
み
お
ど
ろ
き
申
、
み
う
ち
と
さ
ま
の
人
々
い

か
ゞ
あ
ら
ん
と
ひ
や
う
ぢ
や
う
あ
る
、」

「
時
に
た
ん
ば
の
ほ
つ
き
や
う
申
さ
る
る
は
、
爰
に
し
ん
の
う
せ
ん
き
や
う
を

か
ん
が
み
る
に
、
ど
う
ね
ん
同
月
同
日
の
む
ま
れ
し
女
の
い
き
ぎ
も
を
取
、
ほ

ん
は
う
に
く
わ
へ
あ
た
へ
な
ば
ほ
ん
ぷ
く
や
す
き
に
候
と
手
に
と
る
や
う
に
申

上
る
、」

（
新
群
書
類
従
五
）

『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
生
き
肝
取
り
の
趣
向
を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
は
、
幼
い
子
供

の
難
病
平
癒
（「
御
い
れ
い
」）
の
た
め
、
同
年
同
月
同
日
に
生
ま
れ
の
女
の
生
き
肝

を
求
め
る
設
定
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
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次
に
あ
げ
る
井
原
西
鶴
『
新
可
笑
記
』
巻
一
の
四
「
生
き
肝
は
妙
薬
の
よ
し
」（
元

禄
元
（
一
六
八
八
）
年
刊
）
も
ま
た
、
五
月
五
日
生
ま
れ
の
少
女
の
生
き
肝
を
妙
薬

と
し
て
求
め
る
話
で
あ
る
。
東
路
の
浅
香
山
の
ふ
も
と
の
孝
行
な
娘
が
、
主
君
の
名

を
受
け
た
家
臣
に
よ
り
生
き
肝
を
取
ら
れ
て
し
ま
う
。
生
き
肝
を
と
ら
れ
た
娘
の
死

体
を
前
に
村
の
老
婆
が
妙
薬
に
つ
い
て
語
り
出
す
場
面
と
、
殺
害
し
た
男
が
そ
の
理

由
を
語
り
出
す
場
面
の
本
文
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

「
老
い
た
る
人
ど
も
手
を
か
け
し
に
、
こ
の
殺
し
や
う
常
な
ら
ず
。
腹
か
き
切

り
て
、生
き
肝
を
取
り
て
帰
り
ぬ
。
枕
に
金
子
百
両
包
み
、こ
れ
を
残
し
置
け
ば
、

何
と
も
わ
き
ま
へ
が
た
し
。
そ
の
中
に
物
慣
れ
た
る
老
女
の
あ
り
て
言
ひ
け
る

は
、「
さ
て
こ
そ
、
思
ひ
当
る
事
こ
そ
あ
れ
。
こ
の
女
子
は
五
月
五
日
に
生
れ

て
然
も
美
女
な
り
。
こ
の
肝
は
難
病
の
妙
薬
に
な
る
と
か
や
。
も
し
は
さ
も
あ

る
べ
き
か
」
と
言
ふ
に
ぞ
、
い
づ
れ
も
掌
を
打
つ
て
、
ひ
と
し
ほ
物
の
哀
れ
に

涙
は
袖
を
ひ
た
し
ぬ
。」

「
主
君
難
病
、
世
に
希
な
る
御
悩
み
、
医
術
尽
く
し
て
か
な
ひ
難
し
。
時
に
京

の
典
薬
ひ
そ
か
に
告
げ
て
、
五
月
五
日
生
れ
の
い
ま
だ
嫁
せ
ざ
る
少
女
の
生
き

肝
妙
薬
に
要
る
な
れ
ば
、
国
々
を
相
尋
ね
し
に
、」

（
新
日
本
古
典
文
学
全
集
）

こ
の
ほ
か
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
の
事
例
に
目
を
配
る
と
、
生
ま
れ
た
年
も
寅
（
酉
・
亥
）

年
生
ま
れ
、
生
き
肝
を
と
ら
れ
る
人
間
も
女
に
限
定
し
て
い
な
い
。
中
に
は
肝
か
ら

生
き
血
に
代
わ
る
例
も
見
ら
れ
、
こ
こ
に
き
て
生
き
肝
取
り
は
多
様
な
展
開
を
み
せ

る
。
生
き
肝
取
り
の
趣
向
は
、
並
木
宗
輔
『
莠
伶
人
吾
妻
雛
形
』、（
享
保
十
八

（
一
七
三
三
）
年
初
演
）、
並
木
正
三
『
名
護
屋
織
雛
鶴
錦
』（
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）

年
初
演
）、
並
木
正
三
『
三
十
石
艠
始
』（
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
初
演
）、
近
松

半
二
『
奥
州
安
達
原
』（
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
初
演
）、
管
専
助
・
若
竹
笛
躬

合
作
『
摂
州
合
邦
辻
』（
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
初
演
）
な
ど
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、

主
要
な
演
出
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
（
22
）。

ま
た
昔
話
に
も
『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
影
響
が
確
認
で
き
る
。
昔
話
「
孫
の
生
き
肝
」

が
そ
れ
で
あ
る
が
、
本
話
は
先
述
の
花
部
英
雄
氏
が
「
昔
話
生
物
学
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
本
話
の
全
国
的
な
分
布
と
話
型
を
整
理
し
て
い
る
（
23
）。
花
部
氏
の
論
よ
り

梗
概
を
引
用
す
る
。

「
孫
の
生
き
肝
（
観
音
信
仰
型
）」

「
親
孝
行
の
夫
婦
が
母
の
眼
が
見
え
な
い
こ
と
を
悲
し
ん
で
、
観
音
に
祈
願
す

る
と
、
寅
年
の
子
の
生
肝
を
食
べ
さ
せ
れ
ば
治
る
と
い
う
お
告
げ
が
あ
る
。
わ

が
子
が
そ
の
寅
年
で
あ
る
。
子
ど
も
は
ま
た
生
ま
れ
る
が
、
親
は
一
人
し
か
い

な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
わ
が
子
を
殺
し
肝
を
食
べ
さ
せ
る
。
眼
が
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
母
は
、
開
口
一
番
孫
の
顔
が
見
た
い
言
う
と
、
ど
こ
か
ら
か
孫
が
現

わ
れ
る
。
驚
い
て
観
音
の
体
を
見
る
と
、胸
に
傷
が
あ
り
、血
が
流
れ
て
い
る
。」

夫
婦
が
親
の
た
め
に
我
が
子
を
殺
害
す
る
、
と
い
う
設
定
は
異
な
る
が
、
生
ま
れ

年
へ
の
言
及
や
、
末
尾
の
本
尊
の
身
代
わ
り
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ま
ぎ
れ
も
な
く

『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
類
話
で
あ
る
。
次
い
で
花
部
氏
に
よ
る
全
国
十
四
例
の
傾
向
分

析
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

①
生
き
肝
の
「
提
供
者
」
は
、
孫
十
二
例
、
子
二
例
。
そ
の
う
ち
氏
名
の
明
ら

か
な
の
が
、
ト
ラ
四
例
、
寅
松
、
辰
吉
、
玉
一
、
玉
之
丞
が
各
一
例
ず
つ
で
あ
る
。

②
生
ま
れ
年
の
「
条
件
」
の
あ
る
の
は
、
寅
年
三
例
、
辰
年
一
例
、
丑
年
一
例

で
あ
る
。
③
子
ど
も
を
殺
す
「
決
断
者
」
は
、
母
七
例
、
父
四
例
、
夫
婦
三
例

で
あ
る
。
③
生
き
肝
の
「
提
供
の
理
由
」
は
、
祖
母
の
眼
を
治
す
が
十
一
例
、

病
気
が
一
例
、
母
の
目
を
治
す
が
二
例
で
あ
る
。
⑤
殺
し
た
子
ど
も
の
「
身
代

わ
り
」
を
暗
示
さ
せ
る
も
の
は
、
観
音
九
例
、
神
一
例
、
鏡
一
例
、
猿
の
生
肝

一
例
、
医
者
が
蘇
生
さ
せ
る
一
例
、
特
に
な
し
が
一
例
で
あ
る
。
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昔
話
は
祖
母
の
眼
病
平
癒
の
た
め
に
生
き
肝
を
差
し
出
す
場
合
が
主
で
、
身
代

わ
り
に
な
る
本
尊
も
阿
弥
陀
で
は
な
く
観
音
が
多
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。
観
音
九

例
の
う
ち
、
五
例
は
『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
よ
う
に
、
観
音
の
胸
に
傷
が
あ
る
、
血
が

流
れ
て
い
る
と
い
っ
た
結
末
を
と
る
。
ま
た
、
生
ま
れ
年
の
条
件
や
、
子
ど
も
の
名

に
「
寅
」「
辰
」
な
ど
、
干
支
に
こ
だ
わ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
阿
弥
陀
胸
割
』

の
「
壬
辰
の
年
の
辰
の
月
の
辰
の
日
の
辰
の
一
点
生
ま
れ
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ

ろ
う
か
（
24
）。

こ
う
し
た
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
、
昔
話
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、
肝
が
妙
薬
で
あ
る

と
い
う
俗
信
は
現
実
世
界
で
も
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
幕
府
の
人
斬
り
を
稼
業

と
し
て
い
た
山
田
浅
右
衛
門
（
江
戸
麹
町
平
河
町
）
が
、
人
体
か
ら
肝
や
肝
臓
を
取

り
出
し
て
保
存
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
山
田
丸
、
浅
右
衛
門
丸
、
人
丹
、
人
膽
（
胆
）、

仁
胆
、
人
胆
丸
、
浅
山
丸
、
な
ど
と
名
付
け
た
薬
を
製
造
・
販
売
し
て
い
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
氏
家
幹
人
氏
の
詳
細
な
報
告
が
あ
る
（
25
）。

ま
た
東
京
都
小
平
市
の
小
川
家
文
書
『
御
用
留
』
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
四
月

の
記
事
に
、
甲
州
巨
摩
郡
下
山
村
（
現
・
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
下
山
）
で
百
姓

の
定
兵
衛
が
癩
病
に
か
か
り
、
平
癒
の
た
め
に
斧
兵
衛
と
太
平
治
が
、
友
八
の
三
男

米
蔵
（
十
歳
）
を
人
気
の
な
い
河
原
で
殺
害
、
生
胆
を
取
り
出
し
、
定
兵
衛
や
そ
の

親
族
に
食
べ
さ
せ
た
と
い
う
出
来
事
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
末

尾
に
、「
寅
之
年
寅
之
日
寅
之
刻
出
生
之
生
胆
癩
病
之
薬
と
申
事
故
及
二
殺
害
一
申
旨

斧
兵
衛
申
立
候
」
と
み
え
る
こ
と
だ
（
26
）。
こ
の
記
述
こ
そ
ま
さ
し
く
『
阿
弥
陀
胸
割
』

か
ら
派
生
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
生
き
肝
が
妙
薬
で
あ
る
と
い
う
話
は
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
と
い
う

作
品
に
と
っ
て
最
大
の
見
せ
場
で
あ
り
、
眼
目
で
あ
っ
た
。
生
き
肝
取
り
の
演
出
が

観
客
に
強
い
印
象
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
以
降
の
演
劇
界
に
お
け
る
生
き

肝
取
り
の
盛
行
や
、
俗
信
と
し
て
の
流
布
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
生
き
肝
取

り
の
構
想
が
、
は
や
く
中
世
以
前
の
法
会
唱
導
の
場
で
法
華
経
霊
験
譚
と
し
て
語
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、
阿
弥
陀
が
身
代
わ
り
と
な
り
、
血
を
流
す
と

い
う
描
写
は
中
世
以
前
の
法
華
経
霊
験
譚
に
は
な
く
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
独
自
部

分
で
あ
る
。
こ
の
演
出
は
、
い
っ
た
い
何
か
ら
着
想
を
得
て
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

四
．
生
血
が
垂
れ
る
本
尊
―
『
阿
弥
陀
胸
割
』
成
立
前
後
の
社
会
状
況

は
じ
め
に
『
阿
弥
陀
胸
割
』
で
阿
弥
陀
の
胸
が
割
れ
る
場
面
を
二
箇
所
、
あ
げ
て

お
こ
う
。
一
箇
所
目
は
死
ん
だ
は
ず
の
天
寿
の
死
体
が
見
当
た
ら
ず
、
探
し
回
る
と

阿
弥
陀
堂
で
姉
弟
が
伏
し
て
お
り
、
そ
こ
で
阿
弥
陀
像
が
身
代
わ
り
に
な
っ
た
こ
と

が
発
覚
す
る
場
面
。
二
箇
所
目
は
末
尾
で
説
経
の
本
地
語
り
と
し
て
阿
弥
陀
本
尊
の

霊
験
あ
ら
た
か
な
こ
と
を
説
く
場
面
で
あ
る
。
な
お
、
一
箇
所
目
は
途
中
か
ら
本
文

が
欠
落
し
て
い
る
。

・
仏
壇
な
る
黄
金
阿
弥
陀
丹
花
の
唇
よ
り
、
妙
な
る
御
声
を
出
さ
せ
給
ひ
、「
ゆ

ゆ
し
く
も
親
に
孝
行
な
る
兄
弟
か
な
。
我
、
汝
が
身
代
わ
り
に
立
ち
て
、
兄

弟
の
者
共
が
命
を
全
う
富
貴
の
家
と
守
る
べ
し
」
と
お
ほ
せ
け
る
。
仏
壇
を

開
ゐ
て
見
て
あ
れ
ば
、
三
尊
ま
し
ま
す
。
中
な
る
本
尊
の
胸
の
間
が
、
く
は

つ
と
切
れ
て
、
い
ま
だ
生
血
が
、（
以
下
、
途
中
本
文
欠
）

・
然
る
に
こ
の
本
尊
の
御
胸
の
間
は
平
癒
な
ら
せ
給
ふ
べ
け
れ
ど
も
、
わ
ざ
と

衆
生
の
証
拠
に
と
て
、
末
代
ま
で
も
生
血
が
垂
り
て
ま
し
ま
せ
し
名
仏
な
り

し
を
、
中
頃
大
唐
へ
渡
し
一
切
衆
生
を
利
益
し
、

神
仏
が
身
代
わ
り
と
な
っ
て
血
を
流
す
用
例
は
、
あ
ま
り
多
く
は
な
い
（
27
）。
同

時
代
の
語
り
物
の
中
で
は
、
幸
若
舞
曲
『
景
清
』
に
み
え
る
観
音
が
首
を
切
ら
れ
た

景
清
の
身
代
わ
り
と
な
る
場
面
が
最
も
近
い
。
清
水
寺
の
本
尊
を
み
る
と
、
首
元
か

ら
大
量
の
血
が
流
れ
て
い
る
。

蔀
格
子
、
御
帳
も
さ
つ
と
を
し
あ
き
て
、
御
く
し
も
な
き
御
衣
木
、
蓮
華
の
上

に
そ
な
は
り
て
、
御
身
躰
よ
り
あ
ゆ
る
血
は
、
ひ
と
へ
に
瀧
の
こ
と
く
な
り
。
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（『
幸
若
舞
曲
研
究
』
九
、
上
山
宗
久
本
）

な
お
、
寛
文
十
一
（
一
六
七
一
）
年
版
の
古
浄
瑠
璃
『
景
清
』
は
舞
曲
本
文
を
流

用
し
た
も
の
で
、
こ
の
血
が
流
れ
る
場
面
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
（
28
）。

同
時
代
の
経
典
の
注
釈
書
や
直
談
書
を
み
る
と
、『
直
談
因
縁
集
』（
天
正
十
三

（
一
五
八
五
）
年
写
）
巻
八
の
十
二
話
に
、
三
井
寺
の
観
音
を
信
仰
す
る
判
官
大
輔

と
い
う
男
が
参
詣
の
途
中
、
敵
に
殺
害
さ
れ
る
が
観
音
が
身
代
わ
り
と
な
り
、
本
尊

が
傷
だ
ら
け
で
あ
っ
た
話
が
の
る
（
29
）。
た
だ
し
、
こ
れ
は
長
久
年
間
（
一
〇
四
〇

〜
一
〇
四
四
）
成
立
の
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
下
の
第
一
一
五
「
周
防
国
の
判

官
代
某
」
が
元
で
あ
る
。

『
延
命
地
蔵
菩
薩
直
談
鈔
』（
元
禄
十
（
一
六
九
六
）
年
）
巻
二
の
三
十
七
話
に
も

同
類
話
が
あ
り
、
地
蔵
を
信
仰
す
る
男
が
宿
の
主
人
に
斬
り
殺
さ
れ
金
子
を
盗
ま
れ

る
が
、
帰
り
道
で
地
蔵
を
み
る
と
「
肩
ノ
上
切
割
其
瘡
口
ヨ
リ
血
流
テ
」
い
た
と
あ

る
（
30
）。
さ
ら
に
、
同
書
巻
三
の
十
九
話
に
は
、
邪
険
な
者
が
戯
れ
に
地
蔵
に
鎌
を

た
て
た
と
こ
ろ
血
が
流
れ
た
と
い
う
血
流
れ
地
蔵
の
話
も
み
え
る
。
中
世
末
か
ら
近

世
初
期
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
直
談
書
や
、
阿
弥
陀
、
観
音
、
地
蔵
の
説
話
集
を
み

て
ゆ
く
と
、特
に
地
蔵
に
血
の
流
れ
る
話
が
多
い
（
31
）。
し
か
し
血
が
流
れ
る
「
演
出
」

と
し
て
は
『
阿
弥
陀
胸
割
』
が
最
も
早
い
例
で
あ
る
。
近
世
演
劇
の
身
替
り
譚
を
「
生

け
贄
と
し
て
の
身
替
り
」「
神
仏
に
よ
る
身
替
り
」「
弱
者
の
果
た
す
身
替
り
」
に
分

類
し
、
考
察
し
た
原
道
生
氏
は
、
こ
の
血
の
流
れ
る
演
出
に
つ
い
て
「
そ
う
し
た
刺

激
性
の
強
い
描
写
が
、
こ
と
さ
ら
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
そ
れ
が
、

操
り
芝
居
の
舞
台
に
お
い
て
、
無
機
的
な
人
形
と
い
う
媒
体
を
通
じ
て
発
表
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
を
、
不
可
欠
の
前
提
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
こ
の
ジ
ャ
ン

ル
に
固
有
の
、
特
異
な
事
情
も
関
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。」
と
述
べ
て
い

る
（
32
）。
実
際
、『
又
兵
衛
風
遊
楽
図
』
寛
永
末
期
頃
（
一
六
五
〇
）
に
は
阿
弥
陀

三
尊
を
用
い
て
『
阿
弥
陀
胸
割
』
を
語
る
人
形
座
の
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
血
の

演
出
が
人
形
を
活
か
す
た
め
の
工
夫
で
あ
っ
た
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

後
代
の
文
芸
や
芸
能
に
こ
ぞ
っ
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
点
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
血
の

流
れ
る
演
出
の
登
場
は
、
人
形
浄
瑠
璃
に
留
ま
ら
ず
、
他
の
文
芸
、
芸
能
に
と
っ
て

画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
現
段
階
で
は
、
そ
の
直

接
的
な
要
因
に
つ
い
て
は
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ

た
り
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
を
生
ん
だ
当
時
の
社
会
状
況
を
押
さ
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

上
演
記
録
が
集
中
す
る
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
前
年
は
、
徳
川
家
康
に
よ
っ

て
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
が
発
せ
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
元
和
の
大
殉
教
に

む
け
、
日
本
国
内
で
キ
リ
シ
タ
ン
の
迫
害
や
殉
教
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。
和

辻
哲
郎
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
胸
を
割
ら
れ
て
血
を
流
す
阿
弥

陀
像
に
、
キ
リ
ス
ト
像
の
投
影
が
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
（
33
）。
当
時
の
日
本
で
は
、

異
国
の
説
話
や
芸
能
を
取
り
入
れ
る
環
境
が
十
分
に
整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
近

年
報
告
さ
れ
て
い
る
（
34
）。

加
え
て
繰
り
返
し
登
場
す
る
一
光
三
尊
の
阿
弥
陀
像
も
、
慶
長
二
（
一
五
九
七
）

年
に
行
わ
れ
た
信
濃
善
光
寺
如
来
（
一
光
三
尊
像
）
が
京
都
の
方
広
寺
に
遷
座
さ
れ

た
出
来
事
を
ふ
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
状
況
を
押
さ
え
る
こ

と
で
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
詳
し
い
成
立
背
景
が
み
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
古
活
字
版
の
特
徴
と
併
せ
、
稿
を

あ
ら
た
め
て
述
べ
て
ゆ
き
た
い
。

ま
と
め

以
上
、
古
活
字
本
『
阿
弥
陀
胸
割
』
の
類
話
と
さ
れ
て
き
た
番
外
謡
曲
《
厚
婦
》

を
端
緒
に
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
今
昔
物
語
集
』
巻
四
第
四
十
話
、『
説

経
才
学
抄
』、『
見
聞
随
身
鈔
』、『
往
因
類
聚
抄
』
と
の
関
連
を
指
摘
し
、『
阿
弥
陀

胸
割
』
の
素
材
に
法
会
唱
導
の
場
で
形
成
さ
れ
た
語
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
作
品
の
享
受
史
を
踏
ま
え
た
上
で
阿
弥
陀
が
身
代
わ
り
に
な
る
演
出
に
注
目

し
た
。
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従
来
の
語
り
物
研
究
で
は
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
を
比
較
校
合
し
、
本
文
の
形
成

過
程
を
分
析
す
る
方
法
が
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
書
籍
が
蓄
積
さ
れ
た

草
子
屋
が
お
も
な
制
作
の
拠
点
と
み
な
さ
れ
て
き
た
（
35
）。
し
か
し
語
り
物
の
素
材

は
、
草
子
屋
に
蓄
積
さ
れ
た
書
物
に
と
ど
ま
ら
ず
当
時
の
社
会
や
文
化
か
ら
、
摂
取

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
説
経
や
古
浄
瑠
璃
が
台
頭
し
て

く
る
慶
長
期
に
お
い
て
（
36
）、
あ
た
ら
し
い
演
劇
を
模
索
す
る
過
程
で
何
が
素
材
と

な
っ
た
か
、
当
時
の
思
想
や
社
会
状
況
を
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
る
事
は
重
要
で
あ

ろ
う
。

特
に
、
近
世
初
期
に
成
立
し
た
語
り
物
の
中
に
は
、
説
経
『
し
ん
と
く
丸
』『
松

浦
長
者
』、
古
浄
瑠
璃
『
大
橋
の
中
将
』『
ゆ
み
つ
ぎ
』『
燈
台
鬼
』
な
ど
、
仏
教
説

話
や
寺
院
資
料
と
類
話
関
係
に
あ
る
作
品
が
少
な
く
な
い
（
37
）。
こ
れ
ま
で
は
個
別

の
作
品
論
に
留
ま
っ
て
き
た
が
、
語
り
物
の
素
材
と
い
う
観
点
か
ら
法
会
唱
導
の
場

を
見
つ
め
直
し
、
い
か
に
し
て
説
話
か
ら
演
劇
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
の
か
、
ま
た
近

世
中
期
以
降
盛
ん
に
な
る
開
帳
文
化
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
の
か
、
宗
教

文
化
史
に
お
け
る
語
り
者
の
意
義
を
解
明
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

注（
１
） 

佐
竹
昭
広
「
転
落
―
天
正
狂
言
本
『
こ
け
松
』
の
ば
あ
い
―
」（『
下
克
上
の
文
学
』

筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
）、
西
瀬
秀
紀
「
室
町
後
期
の
謡
曲
作
者
と
そ
の
周

辺
―
金
春
禅
鳳
の
時
代
と
作
品
―
」（『
芸
能
史
研
究
』
九
五
号
、
一
九
八
六
年

十
月
）、
田
口
和
夫
「〈
魚
説
経
〉
の
秀
句
と
澄
憲
の
説
話
」（『
第
三
十
一
回
篠

山
春
日
能
解
説
図
録
』
二
〇
〇
四
年
四
月
）、
稲
田
秀
雄
「
狂
言
嫁
取
り
物
の

展
開
と
説
話
世
界
―
「
二
九
十
八
」「
吹
取
」、
そ
し
て
「
因
幡
堂
」
―
」（『
説

話
論
集
』
第
十
五
集
「
芸
能
と
説
話
」、清
文
堂
、二
〇
〇
六
年
）、岩
崎
雅
彦
「
唱

導
劇
か
ら
人
間
劇
へ
」（
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
７
『
中
世
の
芸
能
と
文
芸
』
竹

林
舎
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

（
２
） 

須
田
悦
生
「
山
中
常
盤
―
古
浄
瑠
璃
と
舞
曲
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
静

岡
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
三
号
、
一
九
七
七
年
三
月
）、
原
道
生
「
二

つ
の
『
石
橋
山
し
ち
き
お
ち
』
―
そ
の
原
拠
と
の
関
連
―
」（『
文
芸
研
究
（
明

治
大
学
）』
第
六
四
号
、
一
九
九
〇
年
九
月
）、
林
久
美
子
「
語
り
物
か
ら
操
り

浄
瑠
璃
へ
―
例
え
ば
「
村
松
」
の
場
合
」（『
近
世
前
期
浄
瑠
璃
の
基
礎
的
研
究
』

和
泉
書
院
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

（
３
） 

山
路
興
造
「
Ⅱ
操
浄
瑠
璃
の
成
立
」（『
岩
波
講
座
歌
舞
伎
・
文
楽　

第
七
巻　

浄
瑠
璃
の
誕
生
と
古
浄
瑠
璃
』
一
九
九
八
年
）
の
指
摘
に
よ
る
。

・『
時
慶
卿
記
』
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
九
月
二
十
一
日
条

「
雨
天
、
院
参
、
飯
後
阿
弥
陀
胸
切
ト
云
曲
ヲ
仕
夷
舁
ノ
類
ノ
者
推
参
ト
ソ
、

於
御
庭
緞
子
幕
等
ヲ
引
廻
シ
テ
有
曲
、
奇
異
ノ
事
也
」

・『
言
緒
卿
記
』
同
日

「
雨
、
院
参
、
阿
弥
陀
ム
ネ
ハ
リ
其
外
種
々
ノ
ア
ヤ
ツ
リ
ア
リ
」

・『
三
壺
聞
書
』
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
頃

「
才
川
・
浅
野
河
原
に
て
芝
居
を
初
め
、
を
ど
り
子
・
あ
や
つ
り
品
々
の

見
物
場
を
立
て
、
折
々
御
城
へ
被
召
呼
、
吉
松
が
立
舞
、
あ
み
だ
の
む
ね

わ
り
、
牛
王
の
姫
な
ど
い
ふ
浄
瑠
璃
也
。
別
し
て
浄
瑠
璃
の
十
二
段
、
此

の
時
分
専
ら
盛
に
時
行
け
れ
ば
、」

 

『
時
慶
卿
記
』『
言
緒
卿
記
』
は
、
と
も
に
仙
洞
御
所
（
後
陽
成
院
邸
）
で
行
わ

れ
た
操
り
一
座
の
上
演
を
観
劇
し
た
際
の
記
録
。

（
４
） 『
国
史
大
事
典
』「
三
壺
聞
書
」
の
項
（
若
林
喜
三
郎
氏
執
筆
）。

（
５
） 

信
多
純
一
「『
阿
弥
陀
胸
割
』
復
源
考
」（『
近
世
文
学　

作
家
と
作
品
』、
中
央

公
論
社
、
一
九
七
三
年
）

（
６
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
報
告
す
る
。

（
７
） 

古
活
字
本
の
略
解
題
を
記
し
て
お
く
。

 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『〔
阿
弥
陀
胸
割
〕』
99
―
91
。
古
活
字
版
、一
冊
。
装
丁
、

大
本
。
縦
二
七
・
〇
糎
、
横
一
九
・
〇
糎
。
表
紙
、
無
地
、
栗
皮
表
紙
。
題
簽
、
欠
。

題
簽
跡
、
縦
一
六
・
三
糎
、
横
三
・
七
糎
。
見
返
し
、
表
見
返
し
の
み
改
装
カ
。

内
題
、
ナ
シ
。
段
数
、
ナ
シ
。
刊
記
、
ナ
シ
。
丁
数
、
三
十
四
丁
。
丁
付
、
ナ
シ
。

板
心
、
ナ
シ
。
本
文
、
一
面
十
行
十
九
字
。
本
文
字
高
、
二
二
・
二
糎
。
絵
、
有

り
。
計
十
一
図
。
匡
郭
、縦
一
九
・
五
糎
、横
一
四
・
二
糎
。
備
考
、桐
箱
、布
（
国

文
学
研
究
資
料
館
受
入
後
）。

 

ま
た
、和
田
恭
幸
氏
は
「
新
収
資
料
紹
介
（
46
）
古
活
字
刊
本
『
阿
弥
陀
胸
割
』」

（『
国
文
学
研
究
資
料
館
報
』
第
五
十
六
号
、二
〇
〇
一
年
三
月
）
に
お
い
て
、「
本
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書
の
刊
年
は
、
慶
長
末
年
か
ら
元
和
年
間
（
慶
長
元
和
中
刊
）
と
判
断
で
き
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

（
８
） 
花
部
英
雄
「
昔
話
「
孫
の
生
き
肝
」
の
生
態
と
歴
史
」（『
昔
話
と
呪
歌
』
三
弥

井
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）

（
９
） 
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
金
玉
要
集
』「
卒
塔
婆
事
」（
室
町
末
期
写
）
は
、
釈
迦

の
本
生
譚
で
あ
る
忍
辱
太
子
の
話
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

随
縁
往
生
経
云
取
意
、
昔
有
大
王
、
治
病
無
療
。
栴
陀
羅
占
云
、
以
一
子
ノ

肝
療
之
、
可
癒
云
々
。
太
子
聞
之
、
召
栴
タ
ラ
ヲ
一
云
々
。
母
婦
人
倶
云
々
。
以

後
日
一
、
大
癒
由
聞
、
起
方
丈
卒
都
婆
云
々
。
其
意
ハ
和
歌
ニ
有
。
太
子
ハ
文
殊
、

大
王
ハ
我
釈
迦
也
。

 

（『
磯
馴
帖　

村
雨
篇
』）

 

忍
辱
太
子
譚
で
は
王
の
病
の
た
め
に
眼
を
差
し
出
し
、
の
ち
に
卒
都
婆
を
建
立

し
た
と
い
う
も
の
だ
が
、こ
こ
で
は
肝
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。「
随
縁
往
生
経
云
」

「
其
意
ハ
和
歌
ニ
有
」
な
ど
の
記
述
か
ら
、
何
か
の
典
拠
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ

る
が
、
不
明
で
あ
る
。
な
お
、「
随
縁
往
生
経
」
は
『
随
願
往
生
経
』
の
こ
と

と
思
わ
れ
、『
説
経
才
学
抄
』
の
引
用
箇
所
に
も
、
書
名
が
記
さ
れ
る
。
逆
修

の
た
め
の
経
典
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
た
め
か
。

（
10
） 

阿
弥
陀
信
仰
の
因
縁
談
を
二
十
四
話
集
め
た
も
の
で
、
本
文
に
は
近
世
談
義
本

に
特
有
の
口
語
体
が
確
認
で
き
る
。
下
巻
二
話
の
「
紀
州
与
四
郎
忰
市
松
ノ
事
」

に
、
百
姓
与
四
郎
の
母
が
眼
病
を
患
い
、
そ
の
身
代
わ
り
と
し
て
市
松
の
肝
を

与
え
る
話
が
載
る
。「
巳
ノ
巳
ノ
日
巳
ノ
刻
三
ツ
揃
フ
タ
、
七
歳
ニ
ナ
ル
子
ノ

肝
ノ
臟
ヲ
ア
バ
キ
、
ソ
ノ
血
ヲ
呑
セ
バ
治
ス
ル
」
と
の
観
音
の
お
告
げ
の
通
り

実
行
す
る
が
、
市
松
は
生
き
て
い
る
。
死
体
を
包
ん
で
い
た
布
団
を
み
る
と
、

観
音
の
画
像
が
二
つ
に
割
れ
、
血
が
つ
い
て
い
た
。
発
行
元
の
永
田
文
昌
堂
は

西
本
願
寺
近
く
に
あ
る
浄
土
真
宗
の
仏
書
専
門
店
。

（
11
） 

田
中
允
『
未
刊
謡
曲
集
』
一
八
「
吉
川
家
本
解
題
」「
各
曲
解
題
」（
古
典
文
庫
、

一
九
七
一
年
）。
田
中
允
「
井
上
本
番
外
謡
曲
」（『
国
語
国
文
』
第
十
三
巻
第

三
号
、
一
九
四
三
年
三
月
）。
六
本
以
外
に
も
正
徳
六
年
版
（
元
禄
版
本
と
本

文
同
じ
）、
陽
明
文
庫
小
謡
惣
千
四
十
六
番
本
（
元
禄
版
本
か
ら
の
抄
出
か
）
が

あ
る
。
な
お
、
江
戸
末
期
の
写
し
と
思
わ
れ
る
青
表
紙
一
番
綴
番
外
謡
本
（
江

戸
中
期
）
が
確
認
で
き
る
が
未
見
。

（
12
） 

現
在
、
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
藤
文
庫
に
所
蔵
。

（
13
） 

前
掲
注
、『
未
刊
謡
曲
集
』
一
八
「
吉
川
家
本
解
題
」。

（
14
） 

田
中
允
『
未
刊
謡
曲
集　

続
』
二
十
（
古
典
文
庫
、
一
九
九
七
年
）

（
15
） 

堂
本
正
樹
「
番
外
曲
水
脈
（
二
十
）
古
浄
瑠
璃
源
流
の
能
『
厚
婦
』」（『
能
楽

タ
イ
ム
ズ
』
第
三
四
六
号
一
九
八
一
年
一
月
一
日
）

（
16
） 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
注
に
釈
迦
の
本
生
譚
で
あ
る
無
言
太
子
の
話
と
し
て

『
六
度
集
経
』『
太
子
慕
魄
経
』『
単
経
仏
説
太
子
慕
魄
経
』
へ
の
言
及
が
あ
る
が
、

本
話
の
直
接
の
出
典
で
は
な
い
。

（
17
） 

藤
井
佐
美
「
第
二
章　
『
説
経
才
学
抄
』
の
経
釈
と
ヨ
ミ
」（『
真
言
系
唱
導
説

話
の
研
究　

付
・
翻
刻　

仁
和
寺
所
蔵
『
真
言
宗
打
聞
集
』』
三
弥
井
書
店
、

二
〇
〇
八
年
）

（
18
） 

松
田
宣
史
「
南
北
朝
期
の
『
法
華
経
』
に
よ
る
往
生
説
話
―
日
光
天
海
蔵
『
見

聞
随
身
鈔
』
の
説
話
を
手
が
か
り
に
―
」（『
中
世
文
学
』
第
五
十
四
号
、

二
〇
〇
九
年
六
月
）

（
19
） 

以
下
、『
見
聞
随
身
鈔
』（
永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
）
の
該
当
箇
所
を
あ
げ
る
。

十
八
天
竺
倶
生
長
者
カ
瘂ヲ
シ
ノ
事

　

或
記
ニ
云
ハ
ク
、
天
竺
ノ
倶
生
長
者
、
子
無
キ
故
ニ
仏
神
ニ
申
シ
一
ノ

男
子
ヲ
生
ム
。
此
ノ
子
瘂ヲ
シ
ナ
リ
。
五
歳
ニ
至
ル
マ
デ
物
ノ
語イ
ワ
ザ
ル
。

　

医
師
来
リ
テ
言
フ
、「
懐
妊
女
ノ
三
月
ニ
ナ
ル
腹
ノ
内
ノ
子
ヲ
ト
テ
薬

ニ
用
ユ
レ
バ
、
物
ヲ
言
フ
ベ
シ
云
々
」。
而
ル
間
家
中
ノ
懐
妊
ノ
女
ヲ
尋

ネ
集
ム
ル
ニ
、
或
ハ
五
月
、
或
ハ
四
月
ト
云
テ
、
三
月
ト
云
フ
女
人
無
シ
。

　

或
時
女
人
来
テ
言
ハ
ク
、「
我
三
月
」
ト
云
フ
。
即
チ
金
銭
五
百
ニ
易カ
エ

テ
殺
セ
ト
云
フ
。
即
チ
金
銭
五
百
ヲ
女
人
ニ
渡
ス
。
時
ニ
女
人
ノ
言
ハ
ク
、

我
レ
ニ
七
日
ノ
暇イ
ト
マヲ
得エ
サ
セ
ヨ
ト
云
フ
。
長
者
愍
テ
女
人
ニ
暇
ヲ
与
フ
。
女

人
言
フ
、
我
八
十
ノ
老
母
ヲ
持モ
テ
リ
。
一
期
程
無
シ
。
金
銭
四
百
ヲ
長
者
ニ

預ア
ツ
ケテ
老
母
ノ
一
期
ノ
食
ト
為
ス
。
残
ル
一
連
ハ
老
母
ノ
逆
修
ノ
為
ニ
一
七

日
ガ
間
毎
日
ニ
僧
ヲ
請
ジ
、
法
花
経
ヲ
誦
ヘ
シ
ム
。

　

母
之
ヲ
聞
キ
、
天
ニ
仰
ギ
地
ニ
伏
シ
テ
嘆
ク
コ
ト
限
リ
無
シ
。
之
ヲ
見

テ
第
七
日
ノ
導
師
慈
悲
第
一
ノ
比
丘
故
ニ
法
花
経
ノ
「
此
経
則
為
閻
浮
提

人
病
之
良
薬
、
若
人
有
病
得
聞
是
経
。
病
即
消
滅
不
老
不
死
」
ノ
文
ヲ
彼

ノ
女
人
ニ
教
ヘ
、
女
人
ニ
七
日
殺
期
ノ
時
ニ
長
者
ノ
家
ニ
至
リ
、
此
ノ
文

ヲ
唱
ヘ
テ
瘂
子
ノ
耳
ニ
之
ヲ
聞
カ
シ
ム
。
瘂
子
即
時
ニ
口
チ
学マ
ネ
ヲ
シ
テ
物

ノ
謂イ
ヽ

始
ム
ル
間
、
長
者
ハ
悦
フ
コ
ト
限
リ
無
シ
。
貧
女
カ
母
孝
ニ
依
テ
瘂

子
子
ノ
父
母
貧
女
及
母
一
期
ニ
彼
ノ
法
花
ノ
文
ヲ
唱
ヘ
、
五
人
同
時
ニ
兜

率
天
ニ
往
生
ス
、
ト
云
々
。
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（
松
田
宣
史
氏
『
中
世
文
学
』
第
五
十
四
号
論
文
よ
り
）

（
20
） 

本
文
は
阿
部
泰
郎
・
山
崎
誠
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
〈
第
一
期
〉　

法
華
経
古

注
釈
集
』
第
二
巻
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
。
阿
部
氏
の
解
題
に
よ

れ
ば
、
裏
表
紙
見
返
し
に
「
於
円
乗
院
書
写
畢
。
／
尊
源
之
。」
と
み
え
、
美

濃
国
安
八
郡
神
戸
所
在
の
天
台
寺
院
円
乗
院
で
書
写
さ
れ
た
も
の
。

（
21
） 

白
方
勝
「『
清
水
観
音
利
生
物
語
』
覚
書
」（『
近
松
浄
瑠
璃
の
研
究
』
風
間
書
房
、

一
九
九
三
年
）

（
22
） 

日
本
古
典
文
学
大
系
『
文
楽
浄
瑠
璃
集
』（
祐
田
喜
雄
校
注
、
岩
波
書
店
、

一
九
六
三
年
）
補
注
に
用
例
の
指
摘
が
あ
る
。

（
23
） 

花
部
英
雄
「
昔
話
「
孫
の
生
き
肝
」
の
生
態
と
歴
史
」（『
昔
話
と
呪
歌
』
三
弥

井
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）

（
24
） 

同
時
代
の
語
り
物
に
も
「
吉
日
は
三
月
十
八
日
、
吉
時
は
辰
の
一
點
と
卜
ひ
定

め
申
す
」（
舞
曲
『
兵
庫
築
島
』）
や
、「
殊
に
寿
命
は
め
で
た
う
て
、
八
十
三

の
三
月
廿
一
日
、
辰
の
刻
辰
の
一
天
と
申
す
□
、
大
往
生
を
遂
げ
給
ふ
」（
室

町
末
期
写
本
『
か
る
か
や
』）
な
ど
と
み
え
る
が
、享
受
の
過
程
を
み
て
く
る
と
、

「
辰
の
一
点
」
よ
り
も
年
月
日
刻
の
一
致
に
重
き
を
置
い
て
い
た
よ
う
だ
。
後

年
の
資
料
に
な
る
が
茨
城
県
か
す
み
が
う
ら
市
（
旧
・
出
島
村
）
下
軽
部
・
真

言
宗
正
智
院
長
福
寺
に
は
、
胸
割
り
阿
弥
陀
の
実
像
が
あ
り
、
干
支
は
違
う
が

年
月
日
刻
の
一
致
と
い
う
表
現
を
と
る
（『
出
島
村
史
（
続
編
）』「
正
智
山
の

胸
割
れ
阿
弥
陀
」
出
島
村
教
育
委
員
会
編
、
一
九
七
八
年
）。
本
尊
に
ま
つ
わ

る
縁
起
は
次
の
通
り
（
大
意
、
引
用
者
）。

昔
、
牛
渡
に
若
松
と
い
う
長
者
が
住
ん
で
い
た
が
、
一
人
娘
が
妙
な
病
気

に
取
り
付
か
れ
て
痩
せ
て
い
っ
た
。
祈
祷
師
に
見
て
も
ら
う
と
、「
丑
年

の
丑
の
日
の
丑
の
刻
に
生
れ
た
生
娘
の
生
肝
を
食
べ
さ
せ
る
以
外
に
治
療

は
な
い
」
と
い
わ
れ
た
。
祈
祷
師
の
言
葉
を
信
じ
た
長
者
夫
妻
は
苦
労
し

て
条
件
に
合
う
娘
を
さ
が
す
が
、
自
分
の
下
女
で
あ
る
男
神
（
注
：
地
名
）

出
身
の
娘
が
該
当
す
る
こ
と
に
気
付
き
、
娘
に
七
日
間
の
休
暇
を
与
え
、

男
神
の
実
家
に
帰
る
途
中
の
正
智
山
の
下
に
あ
る
鳩
ケ
他
の
脇
で
、
下
男

に
娘
を
殺
さ
せ
、
胸
を
割
き
、
生
肝
を
手
に
入
れ
た
。
長
者
の
娘
に
そ
の

肝
を
与
え
る
と
全
快
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
七
日
後
に
殺
し
た
娘
が
元
気

な
姿
で
長
者
の
家
に
戻
っ
て
く
る
。
驚
い
た
夫
妻
は
南
無
阿
弥
陀
仏
を
夢

中
で
唱
え
て
ひ
れ
伏
す
と
、
娘
は
金
色
の
光
を
放
つ
阿
弥
陀
の
姿
と
な
り
、

自
分
が
娘
の
身
代
り
に
な
っ
た
事
を
告
げ
て
、
す
ぐ
に
娘
に
戻
っ
た
。
懺

悔
す
る
夫
妻
が
正
智
山
に
行
く
と
、
現
れ
た
の
は
深
い
刀
の
切
り
跡
が
残

る
、
胸
が
割
れ
た
阿
弥
陀
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
胸
割
れ
阿
弥
陀
様
は
、
今

で
も
外
葉
部
落
で
正
月
十
五
日
に
開
帳
を
し
て
、丁
重
に
供
養
を
し
て
い
る
。

 

こ
の
話
は
昔
話
「
孫
の
生
き
肝
」
の
派
生
型
か
。
他
の
昔
話
は
、
い
ず
れ
も
特

定
の
寺
院
の
像
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

（
25
） 

氏
家
幹
人
「
肝
を
取
る
話
」（『
大
江
戸
死
体
考
―
人
斬
り
浅
右
衛
門
の
時
代
』

平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）

（
26
） 

小
平
市
史
料
集
第
十
六
集
『
村
の
生
活
２　

事
件
・
事
故
・
訴
訟
』（
小
平
市

中
央
図
書
館
、
二
〇
〇
五
年
）

（
27
） 『
立
山
開
山
縁
起
』（
最
古
の
文
献
は
鎌
倉
初
期
成
立
の
十
巻
本
『
伊
呂
波
字
類

抄
』
所
収
縁
起
）
越
中
の
国
司
佐
伯
有
若
の
嫡
男
、
佐
伯
有
頼
が
山
中
で
熊
に

遭
遇
し
矢
を
放
っ
た
と
こ
ろ
、
熊
は
阿
弥
陀
の
化
身
で
、
本
尊
か
ら
血
が
流
れ

て
い
た
話
が
あ
る
。
ま
た
、
血
の
描
写
や
血
の
思
想
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て

は
、坂
井
孝
一
「「
血
の
叙
述
」
と
軍
記
物
語
」（
中
世
の
文
学
と
隣
接
諸
学
４
『
中

世
の
軍
記
物
語
と
歴
史
叙
述
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
）、
西
田
知
己
「「
血
」

の
思
想
」（
岩
波
講
座
『
日
本
の
思
想　

身
と
心
―
人
間
像
の
転
換
』
第
五
巻
、

岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
28
） 

古
浄
瑠
璃
『
か
げ
き
よ
』
の
現
存
正
本
は
寛
文
十
一
（
一
六
七
一
）
年
版
だ
が
、

『
松
平
大
和
守
日
記
』
万
治
四
（
一
六
六
一
）
年
二
月
二
十
三
日
条
の
浄
瑠
璃

草
子
目
録
に
「
か
け
き
よ
」
と
み
え
る
。

（
29
） 『
日
光
天
海
蔵　

直
談
因
縁
集　

翻
刻
と
索
引
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
八
年
）

（
30
） 

渡
浩
一
『
延
命
地
蔵
菩
薩
直
談
鈔
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
五
年
）

（
31
） 

本
文
で
あ
げ
た
以
外
に
確
認
し
た
文
献
は
以
下
の
通
り
。

 

『
法
華
経
直
談
鈔
』『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
』『
私
聚
百
因
縁
集
』『
三
国
伝
記
』『
大

経
直
談
要
註
記
』『
小
経
直
談
要
註
記
』『
科
註
仏
説
阿
弥
陀
経
』『
阿
弥
陀
経

見
聞
私
』『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』『
阿
弥
陀
経
和
談
抄
』『
観
音
冥
応
集
』『
観
音
新

験
録
』『
一
四
巻
本
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』。

 
　

ま
た
、
身
代
わ
り
説
話
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
矢
受
け
の
地
蔵
に
つ
い
て
は
、

黒
田
智
「
水
の
神
の
変
貌
」（
説
話
文
学
会
編
『
説
話
か
ら
世
界
を
ど
う
解
き

明
か
す
の
か
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
。
身
代
わ
り
説
話
全
般

に
つ
い
て
は
中
前
正
志
『
神
仏
霊
験
譚
の
息
吹
―
身
代
わ
り
説
話
を
中
心
に
』

（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
が
あ
る
。

（
32
） 

原
道
生
「「
身
替
り
」
劇
を
め
ぐ
っ
て
の
試
論
」（『
古
典
に
み
る
日
本
人
の
生



33 総研大文化科学研究 第12号（2016）

と
死　

い
の
ち
へ
の
旅
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
三
年
）

（
33
） 

和
辻
哲
郎
「
第
二
章　

阿
弥
陀
の
胸
割
」（『
日
本
芸
術
史
研
究　

歌
舞
伎
と
操

浄
瑠
璃
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）

（
34
） 
神
田
千
里
氏
に
よ
れ
ば
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
ら
は
日
本
人
の
宗
教
の
あ
り
よ
う
を

学
ぶ
た
め
寺
院
説
法
の
場
に
出
入
り
し
、
釈
迦
や
阿
弥
陀
に
関
す
る
説
法
を
聞

い
て
い
た
と
い
う
（
神
田
千
里
「
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
見
た
戦
国
期
日
本
の

宗
教
の
特
質
」『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要（
史
学
科
篇
）』第
六
十
一
集
三
十
四
号
、

二
〇
〇
九
年
三
月
）。
ま
た
、
お
伽
草
子
『
月
日
の
本
地
』
の
題
材
と
な
っ
た

早
離
、
即
離
説
話
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信
に
書
き
留
め
ら
れ
彼
等
の
伝

道
の
参
考
資
料
と
な
っ
た
（
徳
田
和
夫
「「
月
日
の
本
地
」
の
典
拠
小
考
」『
神

道
大
系　

文
学
編　

月
報
』
２
、一
九
八
九
年
）、「
文
芸
に
よ
る
異
文
化
邂
逅

と
比
較
文
化
研
究
」『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
日
本
語
・
日
本
文
化
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』
二
〇
〇
二
年
三
月
、
学
習
院
女
子
大
学
）。

 

　

イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
、
日
本
の
宗
教
に
つ
い
て
学
ぶ
の
み
な
ら
ず
、
演
劇

や
聖
人
伝
を
用
い
て
キ
リ
ス
ト
教
の
話
を
多
く
発
信
し
た
。
信
者
に
よ
る
「
キ

リ
シ
タ
ン
劇
」「
ミ
ス
テ
リ
ヨ
劇
」
と
称
さ
れ
る
演
劇
は
、
当
時
大
型
の
作
り

物
を
用
い
て
九
州
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
復
活
祭
や
降
誕
祭
の
折
、

キ
リ
シ
タ
ン
学
校
の
生
徒
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
理
解
の
一
助
と
し
て
行
わ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
助
野
健
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、上
演
地
は
、大
分
県（
府
内
）、

長
崎
県
（
生
月
、
口
ノ
津
、
平
戸
、
島
原
、
大
村
、
壱
岐
）
で
、
い
ま
の
と
こ

ろ
京
都
周
辺
で
の
上
演
は
み
あ
た
ら
な
い（
助
野
健
太
郎「
切
支
丹
と
演
劇
」『
切

支
丹
風
土
記　

第
１
（
東
日
本
編
）』
宝
文
館
、
一
九
六
〇
年
）。
助
野
氏
や
海

老
名
有
道
氏
は
、
日
本
の
演
劇
と
の
接
点
は
み
ら
れ
な
い
と
す
る
（
海
老
沢
有

造
『 

洋
楽
演
劇
事
始　

キ
リ
シ
タ
ン
の
音
楽
と
演
劇 

』
大
洋
出
版
、
一
九
四
七

年
）
が
、
一
方
で
演
劇
の
題
材
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
聖
人
伝
は
、
日
本
で
始
め

て
刊
行
さ
れ
た
聖
人
伝
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
の
う
ち
抜
書
』（
天
正
十
九

（
一
五
九
一
）
年
刊
）
や
、『
バ
レ
ト
写
本　

サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
』（
天
正
十
九

（
一
五
九
一
）
年
写
）
の
ほ
か
に
も
、
聖
人
一
人
一
人
の
伝
記
が
独
立
し
た
か

た
ち
で
成
立
し
て
お
り
、
日
本
人
の
教
化
の
際
に
口
頭
で
語
ら
れ
、
書
き
写
さ

れ
、
日
本
の
信
者
に
伝
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
ら
聖
人
伝
の
中
か
ら
取
捨

選
択
さ
れ
、編
纂
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
の
う
ち
抜
書
』『
バ

レ
ト
写
本　

サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
』
で
あ
る
。
所
収
話
の
大
部
分
は
、
殉
教
譚

で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
「
血
の
流
る
る
こ
と
車
軸
を
流
す
が
如
し
」
と
い
っ
た

描
写
が
さ
か
ん
に
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、『
阿
弥
陀
胸
割
』
と
の
近
似
性
を
感

じ
さ
せ
る
。

（
35
） 

濱
田
啓
介
「
草
子
屋
仮
説
」（『
近
世
小
説
・
営
為
と
様
式
に
関
す
る
私
見
』

一
九
九
三
年
）

（
36
） 

槇
記
代
美
「
能
を
演
じ
る
傀
儡
の
時
代
―
中
世
後
期
か
ら
操
り
浄
瑠
璃
成
立
前

後
ま
で
―
」（『
近
松
再
発
見
―
華
や
ぎ
と
哀
し
み
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）

に
よ
れ
ば
、『
鹿
苑
日
録
』
慶
長
十
（
一
六
〇
五
）
年
正
月
二
十
一
日
条
に
み

え
る
「
太
夫
」
が
傀
儡
の
太
夫
の
初
出
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
に
河
内
目
や
淡
路

掾
と
い
っ
た
傀
儡
師
の
受
領
の
時
代
に
な
っ
て
い
く
と
す
る
。

（
37
） 

以
下
、
法
会
唱
導
の
テ
キ
ス
ト
と
の
関
連
を
説
く
論
考
、
お
よ
び
関
連
事
項
を

記
し
て
お
く
。

 

・
荒
木
繁
「
説
経
節
の
語
り
物
の
形
成
過
程
を
め
ぐ
る
問
題
―
仏
教
説
話
系
の

語
り
物
の
場
合
―
」（『
文
学
』
第
四
十
二
巻
九
号
、
一
九
七
四
年
九
月
。『
語

り
物
と
近
世
の
劇
文
学
』
桜
楓
社
、
一
九
九
三
年
所
収
）

 

・
阪
口
弘
之
「
街
道
の
伝
承
―
篠
崎
入
道
と
樟
葉
道
心
」（『
大
阪
市
立
大
学
人

文
研
究
』
第
三
十
五
巻
第
三
号
、
一
九
八
三
年
）

 

・
土
井
順
一
「
説
経
小
考
―
―
盲
目
開
眼
譚
の
意
味
」（『
相
愛
国
文
』
一
号
、

一
九
八
八
年
三
月
）

 

・
秋
本
鈴
史
「
古
浄
瑠
璃
『
燈
台
鬼
』
の
時
代
」（『
歌
舞
伎　

研
究
と
批
評
』

第
九
号
、
一
九
九
二
年
六
月
）

 

・
三
木
雅
博
「
説
経
「
し
ん
と
く
丸
」「
あ
い
ご
の
若
」
の
成
立
と
中
国
伝
来
の

〈
継
子
い
じ
め
譚
〉
―
ク
ナ
ラ
太
子
譚
と
舜
譚
・
伯
奇
譚
の
接
合
に
よ
る
物
語

形
成
の
可
能
性
に
つ
い
て
」（『
説
話
論
集
』
一
三
、清
文
堂
出
版
、二
〇
〇
三
年
）

 

・
田
中
美
絵
「
説
経
浄
瑠
璃
『
ま
つ
ら
長
者
』
諸
本
の
検
討
」（『
国
語
国
文
』

第
六
十
七
巻
九
号
、
一
九
九
八
年
九
月
）

 

　
『
大
橋
の
中
将
』
の
類
話
に
『
日
蓮
遺
文
』
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
閏
三

月
二
十
四
日
「
南
条
殿
御
返
事
」
が
し
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
ゆ
み
つ
ぎ
』
の

類
話
と
し
て
は
『
三
国
伝
記
』（
室
町
時
代
初
期
）
七
の
十
八
、日
光
天
海
蔵
『
直

談
因
縁
集
』
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
巻
七
の
四
十
一
が
あ
る
。

【
補
記
】
脱
稿
後
、『
青
裳
堂
書
店
古
書
目
録
』
平
成
二
十
七
年
十
一
月
に
、
表
紙
裏
張

り
に
語
り
物
の
書
名
を
記
す
観
世
謡
本
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
解
説
に
は
「
数
部
の
表

紙
裏
張
り
に
は
製
本
屋
の
大
福
帳
や
書
状
が
綴
じ
込
ま
れ
、
古
文
真
宝
・
太
平
記
抄
・



粂　　『阿弥陀胸割』の成立背景―法会唱導との関わり

34総研大文化科学研究 第12号（2016）

大
坂
物
語
や
古
浄
瑠
璃
本
等
の
書
名
が
頻
出
し
、
す
べ
て
版
本
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
あ

た
か
」「
江
口
」「
ぬ
え
」
で
は
慶
長
十
九
年
の
墨
書
が
見
ら
れ
、
そ
の
こ
ろ
の
刊
行
を

も
の
が
た
る
」
と
あ
る
。
掲
載
の
図
版
を
み
る
限
り
、
古
浄
瑠
璃
の
書
名
は
「
阿
弥
陀

む
ね
は
り
」「〔
せ
〕
き
原
よ
一
」
の
二
作
品
が
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
も
古
浄
瑠
璃
草

創
期
の
作
品
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
の
墨
書
を
も
つ
表
紙

裏
張
り
に「
阿
弥
陀
む
ね
は
り
」の
名
が
合
計
三
箇
所
も
み
え
る
こ
と
と
、同
じ
年
に『
阿

弥
陀
胸
割
』
の
上
演
が
集
中
す
る
こ
と
は
、
単
な
る
偶
然
と
は
考
え
に
く
い
。
慶
長

十
九
年
に
お
け
る
出
版
業
界
や
演
劇
界
双
方
で
『
阿
弥
陀
胸
割
』
が
隆
盛
を
み
て
い
た

様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
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The Relationship between Early Japanese Puppet 
Plays and the Teachings of Buddhism with Reference 

to the Story of “Amida’s Riven Breast”

KUME Shiori
SOKENDAI (The Graduate University for Advanced Studies), 

School of Cultural and Social Studies, 
Department of Japanese Literature

In Japan, the performing arts have, from the early medieval period onwards, no less work have often followed 

themes found in Buddhist literature. Buddhist parables have been passed down in oral and written form, with 

the spread of the latter being effected through both hand-written texts and woodblock-printed books known as 

“dangibon”. Existing researches in the fields of Noh, Kyôgen and kôwaka ballads have already shown their 

various connections with Buddhist literature, but no one has yet published comprehensive research into the 

Buddhist influence on the early puppet plays of sekkyô and ko-jôruri. In order to do this, I have chosen to use 

as an example “Amida’s Riven Breast” (see Kimbrough 2013 for an English translation).

“Amida’s Riven Breast” is a story about a brother and sister in India who sell themselves into slavery. 

Performance records beginning in 1614 made both at Kyoto Imperial Palace and in Kanazawa have been 

researched as well as surviving libretti e from both the sekkyô and the ko-jôruri traditions.

This paper contains a study of a kokatsuji-ban (movable-type) edition of the Noh play, “Kôhfu”, in the 

collection of the National Institute of Japanese Literature. I confirm that the play is based on a Buddhist fable 

from Japan’s of medieval era, which has clear connections with the story of “Amida’s Riven Breast”.

My research has uncovered many similar narratives in Buddhist sermon literature, such asthose in the 

Konjaku Monogatari (book 4, number 40), the “Sekkyô Saigakusyô, and in the Kenmonzuisinsyô and the 

Ouinruijusyô. Compared with them, I analyzed the process of incorporation of parables from Buddhist literature 

in the early modern theater of Japan.

Finally, I focus on the scene in which Amida becomes a scapegoat. Depiction of the flow of blood, so common 

in Christian imagery, would appear to have influenced the “Munewari Amida” image of Japan. Furthermore, the 

idea of this production is, it was presumed to be involved deeply and entertainment environment that 1614 saw 

a repeat performance.

Key words: sekkyô, ko-jôruri, Amida’s Riven Breast, Kôhfu, raw heart, Buddhist teaching in literature, 

scapegoat


